
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則

雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
対
策
法
施
行

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
条
　
削
除

（
外
国
人
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
者
等
）

第
一
条
の
二
　
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働

者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年

政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
一
の
表
の
外
交

又
は
公
用
の
在
留
資
格
（
同
法
第
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
在
留
資
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

も
つ
て
在
留
す
る
者

二
　
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永

住
者

２
　
法
第
七
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
は
、
解

雇
（
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）
そ
の
他
事
業
主
の
都
合
と
す
る
。

（
募
集
及
び
採
用
に
お
け
る
年
齢
に
か
か
わ
り
な
い
均

等
な
機
会
の
確
保
）

第
一
条
の
三
　
法
第
九
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
以
外
の
と
き
と
す

る
。

一
　
事
業
主
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
定
年
（
以

下
単
に
「
定
年
」
と
い
う
。
）
の
定
め
を
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
当
該
定
年
の
年
齢
を
下
回
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き

（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

二
　
事
業
主
が
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
四
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
特
定

の
年
齢
の
範
囲
に
属
す
る
労
働
者
の
就
業
等
が
禁
止

又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
当
該
年
齢
の

範
囲
に
属
す
る
労
働
者
以
外
の
労
働
者
の
募
集
及
び

採
用
を
行
う
と
き
。

三
　
事
業
主
の
募
集
及
び
採
用
に
お
け
る
年
齢
に
よ
る

制
限
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
見
て

合
理
的
な
制
限
で
あ
る
場
合
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
。

イ
　
長
期
間
の
継
続
勤
務
に
よ
る
職
務
に
必
要
な
能

力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
青
少
年
そ
の
他
特
定
の
年
齢
を
下
回
る
労
働

者
の
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き
（
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
場
合
に
限
り
、
か
つ
、
当
該
労
働
者
が
職
業
に

従
事
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を
求
人
の
条
件
と
し

な
い
場
合
で
あ
つ
て
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校

（
幼
稚
園
（
特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
を
含
む
。
）

及
び
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）

（
第
二
条
第
二
項
第
四
号
の
二
及
び
第
九
条
の
二

第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
「
学
校
」
と
い
う
。
）
、

同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
（
以

下
「
専
修
学
校
」
と
い
う
。
）
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十

五
条
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
同
法

第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発

総
合
大
学
校
（
第
二
条
第
二
項
第
四
号
の
二
及
び

第
九
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
「
職
業
能
力
開
発

総
合
大
学
校
」
と
い
う
。
）
を
新
た
に
卒
業
し
よ

う
と
す
る
者
と
し
て
又
は
当
該
者
と
同
等
の
処
遇

で
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き
に
限
る
。
）
。

ロ
　
当
該
事
業
主
が
雇
用
す
る
特
定
の
年
齢
の
範
囲

に
属
す
る
特
定
の
職
種
の
労
働
者
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
特
定
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
数
が

相
当
程
度
少
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
条
件
に
適
合
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

職
種
の
業
務
の
遂
行
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に

関
す
る
知
識
の
継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
特
定
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き

（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

ハ
　
芸
術
又
は
芸
能
の
分
野
に
お
け
る
表
現
の
真
実

性
等
を
確
保
す
る
た
め
に
特
定
の
年
齢
の
範
囲
に

属
す
る
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き
。

ニ
　
高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
特

定
の
年
齢
以
上
の
高
年
齢
者
（
六
十
歳
以
上
の
者

に
限
る
。
）
で
あ
る
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を

行
う
と
き
、
又
は
特
定
の
年
齢
の
範
囲
に
属
す
る

労
働
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
特
定
の

年
齢
の
範
囲
に
属
す
る
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用

を
行
う
と
き
（
当
該
特
定
の
年
齢
の
範
囲
に
属
す

る
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
に
係
る
国
の
施
策
を
活

用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

２
　
事
業
主
は
、
法
第
九
条
に
基
づ
い
て
行
う
労
働
者
の

募
集
及
び
採
用
に
当
た
つ
て
は
、
事
業
主
が
当
該
募
集

及
び
採
用
に
係
る
職
務
に
適
合
す
る
労
働
者
を
雇
い
入

れ
、
か
つ
、
労
働
者
が
そ
の
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

職
業
を
選
択
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
、
当
該
募

集
及
び
採
用
に
係
る
職
務
の
内
容
、
当
該
職
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
者
の
適
性
、
能
力
、

経
験
、
技
能
の
程
度
そ
の
他
の
労
働
者
が
応
募
す
る
に

当
た
り
求
め
ら
れ
る
事
項
を
で
き
る
限
り
明
示
す
る
も

の
と
す
る
。

（
就
職
促
進
手
当
）

第
一
条
の
四
　
法
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
給
付
金

（
以
下
「
就
職
促
進
手
当
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
八
条

に
規
定
す
る
者

二
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
駐
留

軍
関
係
離
職
者
（
以
下
「
認
定
駐
留
軍
関
係
離
職

者
」
と
い
う
。
）

三
　
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十

四
号
）
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業

者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
沖

縄
失
業
者
求
職
手
帳
所
持
者
」
と
い
う
。
）

四
　
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
四

号
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
お

い
て
「
漁
業
離
職
者
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一

項
又
は
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
労

働
省
令
第
三
十
号
）
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
漁

業
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
て
い
る
者
（
以

下
「
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
つ
て
、
漁
業
離
職
者
法
第
二
条
第
二
項
の
離
職

の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
離
職
日
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
離
職
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
に
そ
の
者
に
係
る
雇
用

保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
（
そ
の

者
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十

七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
所
定
給
付
日
数
を
超
え
る

基
本
手
当
の
支
給
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条

第
一
項
に
お
い
て
「
延
長
給
付
」
と
い
う
。
）
が
行

わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
定
給
付
日
数
に

当
該
延
長
給
付
が
行
わ
れ
た
日
数
を
加
え
た
日
数
）

を
加
え
た
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

五
　
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期

航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
六

年
法
律
第
七
十
二
号
。
以
下
「
本
四
連
絡
橋
特
別
措

置
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅

客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
就
職
指
導
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
労

働
省
令
第
三
十
八
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
一
般

旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を

受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業

等
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ

て
、
本
四
連
絡
橋
特
別
措
置
法
第
二
条
第
六
号
の
離

職
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
離
職
日
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
離
職
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
に
そ
の
者
に
係
る
雇
用

保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付

日
数
（
そ
の
者
に
つ
い
て
延
長
給
付
が
行
わ
れ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
定
給
付
日
数
に
当
該
延
長

給
付
が
行
わ
れ
た
日
数
を
加
え
た
日
数
）
を
加
え
た

期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

六
　
港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六

十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
行
為

を
行
う
事
業
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
本
四
連
絡
橋
特

別
措
置
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
本
州
四
国
連

絡
橋
の
供
用
に
伴
い
当
該
事
業
に
係
る
事
業
規
模
若

し
く
は
事
業
活
動
の
縮
小
又
は
当
該
事
業
の
廃
止

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
事
業
規
模
の
縮
小
等
」

と
い
う
。
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
（
当
該
事
業

規
模
の
縮
小
等
の
実
施
に
つ
い
て
公
共
職
業
安
定
所

長
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
に
限
る
。
）
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
労
働
者
で
、
当
該
事
業
規
模
の
縮
小
等
に

伴
い
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
現
に

失
業
し
て
お
り
、
又
は
そ
の
職
業
が
著
し
く
不
安
定

で
あ
る
た
め
失
業
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
（
以
下
「
港
湾
運
送
事
業
離
職
者
」
と
い

う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
離
職
の
日
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
離
職
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
三
十

五
歳
以
上
の
も
の
（
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

二
年
に
そ
の
者
に
係
る
雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
（
そ
の
者
に
つ
い

て
延
長
給
付
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

所
定
給
付
日
数
に
当
該
延
長
給
付
が
行
わ
れ
た
日
数

を
加
え
た
日
数
）
を
加
え
た
期
間
を
経
過
し
て
い
な

い
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職

を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
受
け
て
い

る
も
の
に
限
る
。
）

七
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
公
共
職
業
安

定
所
長
が
指
示
し
た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行

1



う
職
業
訓
練
（
イ
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
職

業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労

働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
九
条
に
定
め
る
短
期
課
程

（
職
業
に
必
要
な
相
当
程
度
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関

す
る
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）

の
普
通
職
業
訓
練
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
短
期

課
程
の
普
通
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
を

受
け
る
た
め
に
待
期
し
て
い
る
も
の

イ
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

（１）
　
四
十
五
歳
以
上
の
者
又
は
高
年
齢
者
等
の
雇

用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
六
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
三
条
第

二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

（２）
　
常
用
労
働
者
（
同
一
の
事
業
主
に
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
る
労
働
者
を
い
う
。
）
と
し
て
雇
用

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、

誠
実
か
つ
熱
心
に
就
職
活
動
を
行
う
意
欲
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（３）
　
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て
い
な
い
者

（４）
　
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
そ
の
者
の
所
得
の
金
額

（
配
偶
者
（
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
に
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生

労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
そ
の
配
偶
者
の
所
得
の
金
額
を
加

え
た
金
額
）
に
対
し
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十

年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
計
算
し

た
所
得
税
の
額
（
こ
の
所
得
税
の
額
を
計
算
す

る
場
合
に
は
、
同
法
第
七
十
二
条
か
ら
第
八
十

二
条
ま
で
、
第
八
十
三
条
の
二
、
第
九
十
二
条

及
び
第
九
十
五
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の

と
す
る
。
）
が
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が

定
め
る
額
を
超
え
な
い
者

ロ
　
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者

ハ
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳

所
持
者

ニ
　
港
湾
運
送
事
業
離
職
者

２
　
就
職
促
進
手
当
は
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に

あ
つ
て
は
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
第
二
十
五
条
第
一
項
の
計
画
に
準
拠
し
た
同
項
各
号

に
掲
げ
る
措
置
を
受
け
る
期
間
の
日
数
に
応
じ
て
、
前

項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
に
あ
つ
て
は
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職
を
促

進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
受
け
る
期
間
の
日

数
に
応
じ
て
、
同
項
第
七
号
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て

は
指
示
さ
れ
た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う
職
業

訓
練
を
受
け
る
た
め
に
待
期
し
て
い
る
期
間
の
日
数
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
。

３
　
就
職
促
進
手
当
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
の
賃
金
日
額
（
そ
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
雇

用
保
険
法
第
十
七
条
の
賃
金
日
額
の
算
定
方
法
に
準
じ

て
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
し
、
算
定
し
た
賃
金
日
額
が
四
千
九
百
二
十

円
（
そ
の
額
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
同
項
に
お
い
て
「
賃
金

日
額
の
最
低
額
」
と
い
う
。
）
を
下
る
と
き
は
そ
の
額

と
す
る
。
）
に
百
分
の
五
十
（
四
千
九
百
二
十
円
以
上

一
万
二
千
九
十
円
以
下
の
賃
金
日
額
（
そ
の
額
が
同
項

の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ

た
額
）
に
つ
い
て
は
百
分
の
八
十
か
ら
第
一
号
に
掲
げ

る
率
に
第
二
号
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
率
を
減
じ

た
率
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
日
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
理
由
に
よ
り
当
該
日
額
に
よ
る
こ
と
が

で
き
な
い
者
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
は
、
そ
の

者
の
居
住
す
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
金
額
（
そ
の
者
が
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示

に
よ
り
就
職
活
動
を
行
つ
た
日
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額

に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
）
と
す

る
。

一
　
百
分
の
三
十

二
　
賃
金
日
額
か
ら
四
千
九
百
二
十
円
（
そ
の
額
が
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変

更
さ
れ
た
額
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

減
じ
た
額
を
一
万
二
千
九
十
円
（
そ
の
額
が
同
項
の

規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ

た
額
）
か
ら
四
千
九
百
二
十
円
を
減
じ
た
額
で
除
し

て
得
た
率

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
算
定
し
た
就
職
促
進

手
当
の
日
額
が
五
千
八
百
二
十
円
を
超
え
る
と
き
は
、

そ
の
額
を
就
職
促
進
手
当
の
日
額
と
す
る
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
平
均
給
与
額
（
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
作
成
す
る
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労
働
者

の
平
均
定
期
給
与
額
の
四
月
分
か
ら
翌
年
三
月
分
ま
で

の
各
月
分
の
合
計
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項

の
規
定
に
よ
り
自
動
変
更
対
象
額
（
賃
金
日
額
の
最
低

額
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額

の
算
定
に
当
た
つ
て
、
百
分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十

ま
で
の
率
を
乗
ず
る
賃
金
日
額
の
範
囲
と
な
る
額
を
い

う
。
）
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
変
更
が

さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超
え
、
又

は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、

又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ
て
、
そ
の
翌
年
度
の
八
月

一
日
以
後
の
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

６
　
前
項
の
自
動
変
更
対
象
額
に
五
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
円
以
上
十
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る

も
の
と
す
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
各
年
度
の
八

月
一
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
自
動
変
更
対
象
額
の
う

ち
、
最
低
賃
金
日
額
（
当
該
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力

を
有
す
る
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三

十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃

金
の
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
地
域
ご
と
の
額
を
労
働
者

の
人
数
に
よ
り
加
重
平
均
し
て
算
定
し
た
額
に
二
十
を

乗
じ
て
得
た
額
を
七
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
し
な
い
も
の
は
、
当

該
年
度
の
八
月
一
日
以
後
、
当
該
最
低
賃
金
日
額
と
す

る
。

８
　
就
職
促
進
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

が
自
己
の
労
働
に
よ
つ
て
収
入
を
得
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
収
入
の
一
日
分
に
相
当
す
る
額
か
ら
千
二
百

八
十
二
円
（
そ
の
額
が
次
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
額
。
同
項
に
お
い
て

「
控
除
額
」
と
い
う
。
）
を
控
除
し
た
残
り
の
額
と
そ
の

者
に
支
給
さ
れ
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
と
の
合
計
額

が
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
百
分
の
八
十
に
相

当
す
る
額
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
そ
の
者
の

居
住
す
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
金
額
を
超
え
な
い
と
き
は
、
就
職
促
進
手
当
の
日

額
の
全
額
を
支
給
し
、
そ
の
合
計
額
が
当
該
賃
金
日
額

の
百
分
の
八
十
に
相
当
す
る
額
又
は
当
該
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
超
過
額
を
就
職
促
進
手
当
の
日
額

か
ら
控
除
し
た
残
り
の
額
を
支
給
し
、
そ
の
超
過
額
が

就
職
促
進
手
当
の
日
額
を
超
え
る
と
き
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
就
職
促
進
手
当
は
支
給
し
な

い
。

９
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
年
度
の
平
均
給
与
額
が
平
成
二

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
（
こ
の
項
の
規
定

に
よ
り
控
除
額
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該

変
更
が
さ
れ
た
年
度
の
前
年
度
）
の
平
均
給
与
額
を
超

え
、
又
は
下
る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上

昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌

年
度
の
八
月
一
日
以
後
の
控
除
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

10
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
が
、
疾
病
又
は
負
傷
に
よ
り
、
就
職
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間

が
同
項
第
一
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
継
続
し
て
十
四
日

を
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
に
あ
つ
て
は
九
十
日
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
十
四
日
又
は
九
十
日

を
超
え
る
期
間
は
、
就
職
促
進
手
当
を
支
給
し
な
い
。

11
　
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
偽
り

そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給

を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
当
該
事
実

の
あ
つ
た
日
以
後
は
、
就
職
促
進
手
当
は
支
給
し
な
い

も
の
と
す
る
。

12
　
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
よ
り
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
職
業
転
換
給
付

金
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う

と
し
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
以
後
は
、
就

職
促
進
手
当
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

13
　
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
が
、
雇
用
保
険
法
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
受
給
資
格
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
受
給
資

格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
七
条
第
九
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

給
付
の
制
限
を
受
け
た
た
め
基
本
手
当
若
し
く
は
傷
病

手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と

き
、
同
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年

齢
受
給
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
同
法

第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
制
限
を
受
け

た
た
め
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
、
同
法
第
三
十
九
条
第
二
項

に
規
定
す
る
特
例
受
給
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
同
法
第
四
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
制
限

を
受
け
た
た
め
特
例
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
つ
た
と
き
、
又
は
同
法
第
四
十
五
条
若
し

く
は
第
五
十
三
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

同
法
第
五
十
二
条
第
三
項
（
同
法
第
五
十
五
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
給
付
の
制
限
を
受
け
た

た
め
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

2



が
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
手
当
若

し
く
は
傷
病
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
つ
た
日
の
前
日
に
お
け
る
支
給
残
日
数
（
当
該
基
本

手
当
の
受
給
資
格
に
基
づ
く
所
定
給
付
日
数
（
同
法
第

二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付
日
数
を
い

い
、
同
法
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定

に
よ
る
所
定
給
付
日
数
を
超
え
る
基
本
手
当
の
支
給

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
延
長
給
付
」
と
い
う
。
）
を

受
け
る
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
所
定
給
付
日

数
に
延
長
給
付
に
係
る
日
数
を
加
え
た
日
数
を
い
う
。
）

か
ら
既
に
基
本
手
当
若
し
く
は
傷
病
手
当
の
支
給
を
受

け
た
日
数
を
差
し
引
い
た
日
数
（
そ
の
日
数
が
、
基
本

手
当
又
は
傷
病
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た

日
か
ら
当
該
受
給
資
格
に
係
る
受
給
期
間
が
満
了
す
る

日
ま
で
の
日
数
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
当
該

受
給
資
格
に
係
る
受
給
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
日

数
）
を
い
う
。
）
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
同
法
第
三

十
七
条
の
四
第
五
項
の
認
定
が
行
わ
れ
た
日
（
同
項
の

認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
認
定

が
行
わ
れ
る
べ
き
日
）
か
ら
起
算
し
て
同
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
算
定
基
礎
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
数
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
（
そ
の
間
に

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
す
る
場
合
に

は
、
当
該
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
）
、
同
法
第
四

十
条
第
三
項
の
認
定
が
行
わ
れ
た
日
（
同
項
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
認
定
が
行
わ

れ
る
べ
き
日
）
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
（
そ
の
間
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過

す
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
）

又
は
同
法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
が
経

過
す
る
ま
で
の
間
は
、
就
職
促
進
手
当
は
支
給
し
な
い

も
の
と
す
る
。

14
　
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
就
職
促
進
手
当

を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
第
二
号

か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ

て
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月

を
経
過
し
た
日
以
後
、
就
職
促
進
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と

を
拒
ん
だ
と
き
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
を
除
く
。

イ
　
紹
介
さ
れ
た
職
業
が
そ
の
者
の
能
力
か
ら
み
て

不
適
当
で
あ
る
と
き
。

ロ
　
就
職
す
る
た
め
に
現
在
の
住
所
又
は
居
所
を
変

更
す
る
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
変

更
が
困
難
で
あ
る
と
き
。

ハ
　
就
職
先
の
賃
金
が
同
一
地
域
に
お
い
て
同
一
職

種
に
従
事
す
る
労
働
者
に
通
常
支
払
わ
れ
る
賃
金

に
比
べ
て
不
当
に
低
い
と
き
。

ニ
　
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

二
　
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う
職
業
訓
練
を
受

け
る
こ
と
そ
の
他
そ
の
者
の
再
就
職
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
公
共
職
業
安
定
所
長

の
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

15
　
就
職
促
進
手
当
の
支
給
を
受
け
た
第
一
項
第
七
号
に

該
当
す
る
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
公
共
職
業
安

定
所
長
が
指
示
し
た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行
う

職
業
訓
練
を
受
け
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
支

給
し
た
就
職
促
進
手
当
に
相
当
す
る
額
の
全
部
又
は
一

部
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
訓
練
手
当
）

第
二
条
　
法
第
十
八
条
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
は
、
基

本
手
当
、
技
能
習
得
手
当
（
受
講
手
当
及
び
通
所
手
当

と
す
る
。
）
及
び
寄
宿
手
当
（
以
下
「
訓
練
手
当
」
と

い
う
。
）
と
す
る
。

２
　
訓
練
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

求
職
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ

り
職
業
訓
練
（
求
職
者
を
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓

練
及
び
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一

項
第
四
号
の
教
育
訓
練
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
受

け
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第

二
十
二
条
の
中
高
年
齢
失
業
者
等
求
職
手
帳
の
発
給

を
受
け
て
い
る
者
（
次
条
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て

「
中
高
年
齢
失
業
者
等
求
職
手
帳
所
持
者
」
と
い
う

。
）

二
　
削
除

三
　
雇
用
保
険
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
広

域
職
業
紹
介
活
動
に
よ
り
職
業
の
あ
つ
旋
を
受
け
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
者

四
　
激
甚
な
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
就
業
し
て

い
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
災
害
に
よ
り
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
も
の
（
次
条
第
二
項
第
三
号
の
二
に
お

い
て
「
災
害
に
よ
る
離
職
者
」
と
い
う
。
）

四
の
二
　
学
校
、
専
修
学
校
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
職

業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
を
新
た
に
卒
業
し
た
者
で

あ
つ
て
、
激
甚
な
災
害
を
受
け
た
地
域
内
に
所
在
す

る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
旨
が
約
さ
れ
、
そ
の
後
当

該
災
害
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
、
又
は
撤
回
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、
当
該
災
害
に
よ
り
求
職
活
動
が
困
難
と

な
り
、
卒
業
後
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て

い
な
い
者
（
当
該
取
消
し
又
は
撤
回
後
に
お
い
て
新

た
に
雇
用
さ
れ
る
旨
が
約
さ
れ
て
い
な
い
者
に
限

る
。
次
条
第
二
項
第
三
号
の
三
に
お
い
て
「
災
害
に

よ
る
内
定
取
消
し
未
就
職
卒
業
者
」
と
い
う
。
）

五
　
へ
き
地
又
は
離
島
に
居
住
し
て
い
る
者

六
　
前
条
第
一
項
第
七
号
イ
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

七
　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
障
害
者
雇

用
促
進
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す

る
知
的
障
害
者
（
第
六
条
の
二
に
お
い
て
「
知
的
障

害
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所

に
よ
る
職
業
の
あ
つ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

も
の

七
の
二
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定

す
る
精
神
障
害
者
（
第
六
条
の
二
に
お
い
て
「
精
神

障
害
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
公
共
職
業
安
定
所

に
よ
る
職
業
の
あ
つ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

も
の

八
　
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十

九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
つ
て
、
二
十
歳
未
満

の
子
若
し
く
は
別
表
に
定
め
る
障
害
が
あ
る
状
態
に

あ
る
子
又
は
同
項
第
五
号
の
精
神
若
し
く
は
身
体
の

障
害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
つ
て
労
働
の
能
力
を
失
つ

て
い
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含

む
。
）
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
第
六
条
の
二
第
一

項
第
一
号
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
の
母
等
」
と
い

う
。
）
の
う
ち
当
該
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に
公
共
職
業

安
定
所
に
出
頭
し
て
求
職
の
申
込
み
を
し
た
者
（
前

条
第
一
項
第
七
号
イ
（
４
）
に
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。
）

八
の
二
　
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

二
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
児
童
の

父
で
あ
る
者
（
第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い

て
「
父
子
家
庭
の
父
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該

児
童
が
同
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
以
内
に

公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
て
求
職
の
申
込
み
を
し

た
者

八
の
三
　
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
条
の
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留

邦
人
等
及
び
そ
の
親
族
等
で
あ
つ
て
、
本
邦
に
永
住

帰
国
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
し
て
い
な

い
も
の
（
次
条
第
二
項
第
六
号
の
二
及
び
第
六
条
の

二
第
一
項
第
一
号
ト
に
お
い
て
「
中
国
残
留
邦
人
等

永
住
帰
国
者
」
と
い
う
。
）

八
の
四
　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者

等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

四
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
帰

国
被
害
者
等
で
あ
つ
て
本
邦
に
永
住
す
る
意
思
を
決

定
し
た
と
認
め
ら
れ
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の
及
び
同
号
に
規
定
す
る
帰
国
し

た
被
害
者
で
あ
つ
て
そ
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
者
を
含
む
。
）
、
子
及
び
孫
が
北
朝
鮮
内
に
と

ど
ま
つ
て
い
る
こ
と
等
永
住
の
意
思
を
決
定
す
る
こ

と
に
つ
き
困
難
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
次
条
第
二
項
第
六
号
の
三
及
び
第
六
条
の
二
第
一

項
第
一
号
チ
に
お
い
て
「
北
朝
鮮
帰
国
被
害
者
等
」

と
い
う
。
）

九
　
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
所
持
者

十
　
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者

十
一
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳

所
持
者

十
二
　
港
湾
運
送
事
業
離
職
者

３
　
訓
練
手
当
は
、
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
の
ほ

か
、
農
業
構
造
の
改
善
に
伴
い
農
業
従
事
者
以
外
の
職

業
に
就
こ
う
と
す
る
農
業
従
事
者
（
他
の
安
定
し
た
職

業
に
就
い
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
前
条
第
一
項
第

七
号
イ
（
２
）
及
び
（
４
）
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下

「
離
農
転
職
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
能

力
開
発
施
設
の
行
う
短
期
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
を
受

け
、
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
作
業
環

境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
受
け
て
い
る
も
の
に
対
し

て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
訓
練
手
当
は
、
前
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
の
ほ

か
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
駐
留
軍
関
係

離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
二
条
に
規
定
す
る
駐
留
軍
関

係
離
職
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
行

う
職
業
訓
練
を
受
け
、
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指

示
に
よ
り
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
受
け
て
い

る
も
の
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
離
職
の
日
が
昭
和
三
十
二
年
六
月
二
十
二
日

以
後
で
あ
る
こ
と
。

二
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
二
条
第
一

号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
労
働
者
若
し
く
は
こ
れ

3



に
相
当
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第

六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お

け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
十
五
条

第
一
項
（
ａ
）
に
規
定
す
る
諸
機
関
が
雇
用
す
る
も

の
、
同
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
契
約
に
基
づ

き
国
が
雇
用
す
る
労
働
者
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定

す
る
諸
機
関
が
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
一
年
以
上

在
職
し
て
い
た
こ
と
。

三
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
八

号
）
の
施
行
（
同
法
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定

に
よ
る
施
行
を
い
う
。
）
の
日
以
後
に
お
い
て
新
た

に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
の
な
い
こ
と
。

５
　
訓
練
手
当
は
、
前
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
の
ほ

か
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
居
住
す
る
三
十
歳
未
満
の
求

職
者
で
前
条
第
一
項
第
七
号
イ
（
２
）
か
ら
（
４
）
ま

で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
公
共
職

業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る

訓
練
を
受
け
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

６
　
基
本
手
当
は
求
職
者
が
職
業
訓
練
を
受
け
る
期
間
の

日
数
に
応
じ
て
、
技
能
習
得
手
当
の
う
ち
受
講
手
当
は

そ
の
者
が
職
業
訓
練
を
受
け
た
日
数
に
応
じ
て
、
技
能

習
得
手
当
の
う
ち
通
所
手
当
は
そ
の
者
が
職
業
訓
練
を

行
う
施
設
に
通
所
す
る
期
間
に
応
じ
て
、
寄
宿
手
当
は

そ
の
者
が
職
業
訓
練
を
受
け
る
た
め
に
そ
の
者
に
よ
り

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族
（
届
出
を
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
別
居
し
て
寄

宿
す
る
期
間
の
日
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す

る
。

７
　
訓
練
手
当
（
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

十
四
日
を
超
え
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、

求
職
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
職
業
転
換
給

付
金
そ
の
他
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に

相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と

し
た
と
き
。

二
　
継
続
し
て
十
四
日
を
超
え
て
職
業
訓
練
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

（
求
職
活
動
支
援
費
）

第
三
条
　
法
第
十
八
条
第
三
号
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以
下

「
求
職
活
動
支
援
費
」
と
い
う
。
）
は
、
広
域
求
職
活
動

費
及
び
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
と
す
る
。

２
　
広
域
求
職
活
動
費
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
求
職
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指

示
に
よ
り
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
求
職
活
動
を
す
る

も
の
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
中
高
年
齢
失
業
者
等
求
職
手
帳
所
持
者
及
び
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
手
帳
の
有

効
期
間
が
経
過
し
た
後
引
き
続
き
誠
実
か
つ
熱
心
に

求
職
活
動
を
し
て
い
る
者

二
　
削
除

三
　
雇
用
保
険
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
広

域
職
業
紹
介
活
動
に
よ
り
職
業
の
あ
つ
旋
を
受
け
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
者

三
の
二
　
災
害
に
よ
る
離
職
者

三
の
三
　
災
害
に
よ
る
内
定
取
消
し
未
就
職
卒
業
者

三
の
四
　
激
甚
な
災
害
を
受
け
た
地
域
内
に
居
住
す
る

者
（
当
該
災
害
に
よ
り
当
該
地
域
外
に
住
所
又
は
居

所
を
変
更
し
て
い
る
者
を
含
み
、
当
該
災
害
の
発
生

の
後
に
当
該
地
域
内
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
つ
た
者

を
除
く
。
）
の
う
ち
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
当
該

災
害
に
よ
り
当
該
地
域
内
に
お
い
て
就
職
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
者

四
　
へ
き
地
又
は
離
島
に
居
住
し
て
い
る
者

五
　
第
一
条
の
四
第
一
項
第
七
号
イ
（
１
）
か
ら

（
４
）
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

六
　
離
農
転
職
者

六
の
二
　
中
国
残
留
邦
人
等
永
住
帰
国
者

六
の
三
　
北
朝
鮮
帰
国
被
害
者
等

七
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
十
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
駐
留
軍

関
係
離
職
者

八
　
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
所
持
者

九
　
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者

十
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳
所

持
者

十
一
　
港
湾
運
送
事
業
離
職
者

３
　
広
域
求
職
活
動
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、

車
賃
及
び
宿
泊
料
と
す
る
。

４
　
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
は
、
求
職
者
の

居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
所
在
地
か
ら

求
職
者
が
求
職
活
動
の
た
め
に
訪
問
す
る
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
所
在
地
ま
で
通

常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
旅
行
す
る
場
合
の
路
程
に

応
じ
て
、
宿
泊
料
は
当
該
求
職
活
動
の
た
め
に
要
す
る

宿
泊
日
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
。

５
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
広
域
求
職
活
動
に
要

す
る
費
用
が
求
人
者
か
ら
求
職
者
に
対
し
て
給
与
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
与
額
が
前
項
の
規
定
に
基

づ
き
算
定
す
る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
額
に
満
た
な

い
と
き
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
支
給
し
、
当

該
給
与
額
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
す
る
広
域
求

職
活
動
費
の
支
給
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
広
域
求
職

活
動
費
を
支
給
し
な
い
。

６
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
は
、
前
条
第
二
項
第
七

号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
若
し
く
は
同
条
第
五
項
に
該

当
す
る
求
職
者
又
は
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
求
職
者
で

あ
つ
て
、
求
職
活
動
を
容
易
に
す
る
た
め
の
役
務
と
し

て
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
も
の
（
以
下

「
特
定
求
職
活
動
関
係
役
務
」
と
い
う
。
）
の
利
用
を
す

る
も
の
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
は
、
特
定
求
職
活
動
関

係
役
務
の
利
用
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
求
職
者
が
負
担

す
る
額
に
応
じ
て
、
支
給
す
る
。

（
移
転
費
）

第
四
条
　
法
第
十
八
条
第
四
号
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以
下

「
移
転
費
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
第
二
項
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定

所
、
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一

号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団
体

若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介

事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
（
雇
用
期
間
が
著
し
く
短
い

も
の
を
除
く
。
）
に
就
く
た
め
、
又
は
公
共
職
業
安
定

所
長
の
指
示
し
た
職
業
訓
練
を
受
け
る
た
め
に
そ
の
住

所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
も
の
（
公
共
職
業
安
定
所
長

が
そ
の
住
所
又
は
居
所
の
変
更
を
必
要
と
認
め
る
者
に

限
る
。
）
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
移
転
費
は
、
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
の
ほ
か
、

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
二
条
に
規
定
す

る
駐
留
軍
関
係
離
職
者
で
あ
つ
て
、
第
二
条
第
四
項
各

号
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
し
た
職
業
（
雇
用
期
間
が
著
し
く
短
い
も
の
を
除

く
。
）
に
就
く
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す

る
者
（
公
共
職
業
安
定
所
長
が
そ
の
住
所
又
は
居
所
の

変
更
を
必
要
と
認
め
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、
支

給
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
移
転
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
、
移

転
料
及
び
着
後
手
当
と
す
る
。

４
　
移
転
費
は
、
求
職
者
及
び
そ
の
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族
が
当
該
求
職
者
の
旧
居
住

地
か
ら
新
居
住
地
ま
で
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り

移
転
す
る
場
合
の
路
程
等
に
応
じ
て
、
支
給
す
る
。

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
広
域
求

職
活
動
に
要
す
る
費
用
が
求
人
者
」
と
あ
る
の
は
、

「
移
転
に
要
す
る
費
用
が
就
職
先
の
事
業
主
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
職
場
適
応
訓
練
費
）

第
五
条
　
法
第
十
八
条
第
五
号
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以
下

「
職
場
適
応
訓
練
費
」
と
い
う
。
）
は
、
第
二
条
第
二
項

第
一
号
か
ら
第
八
号
の
四
ま
で
若
し
く
は
第
十
号
か
ら

第
十
二
号
ま
で
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
求
職
者
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
の
委
託

を
受
け
て
、
同
条
第
二
項
第
九
号
又
は
第
四
項
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
労
働

局
長
の
委
託
を
受
け
て
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練

を
行
う
事
業
主
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
職
場
適
応
訓
練
費
は
、
事
業
主
が
求
職
者
に
つ
い
て

作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
行
な
う
期
間
の
日
数

に
応
じ
て
、
支
給
す
る
。

（
就
業
支
度
金
）

第
六
条
　
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
二
百
六
十
二
号
。
次

条
第
一
項
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

号
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以
下
「
就
業
支
度
金
」
と
い

う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職

者
で
あ
つ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
に
、
公
共

職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又
は
事
業
（
当
該
事
業

に
よ
り
当
該
求
職
者
が
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
公

共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
）
を
開
始

し
た
も
の
（
就
業
支
度
金
又
は
漁
業
経
営
の
改
善
及
び

再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
三
条
第
一
項
の

職
業
転
換
給
付
金
の
支
給
基
準
に
関
す
る
省
令
（
昭
和

五
十
一
年
運
輸
省
令
第
二
十
五
号
。
以
下
「
支
給
基
準

省
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
営

支
度
金
若
し
く
は
支
給
基
準
省
令
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
再
就
職
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
第
十
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
駐
留
軍

関
係
離
職
者
　
同
法
第
二
条
の
離
職
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
二
年
（
沖
縄
県
の
区
域
内
に
住
所
又
は

居
所
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）

二
　
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
所
持
者
　
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
第
七
十
条
第
一
項
第
一
号
の
失
業
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
二
年
（
沖
縄
県
の
区
域
内
に
住
所

又
は
居
所
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）

三
　
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者
（
漁
業
離
職
者
法

第
二
条
第
二
項
の
離
職
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
離
職
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
三
十
五
歳
以

上
の
者
に
限
る
。
）
　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

二
年

4



四
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳
所

持
者
（
本
四
連
絡
橋
特
別
措
置
法
第
二
条
第
六
号
の

離
職
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
離
職
日
」
と

い
う
。
）
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
の
者
に
限
る
。
）

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

五
　
港
湾
運
送
事
業
離
職
者
（
第
一
条
の
四
第
一
項
第

六
号
の
離
職
の
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
離
職

日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
三
十
五
歳
以
上
の
者
に

限
る
。
）
　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

２
　
就
業
支
度
金
（
前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、

当
該
各
号
に
規
定
す
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
こ
れ
ら

の
者
が
事
業
主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又
は
事
業
を
開
始

し
た
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
、
支
給
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
）

第
六
条
の
二
　
令
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以

下
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
と
い
う
。
）
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
（
ロ
か
ら
チ

ま
で
に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
未
満
の

求
職
者
に
限
り
、
リ
か
ら
カ
ま
で
に
該
当
す
る
者
に

あ
つ
て
は
四
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
求
職
者

に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
法
第
十
八
条
第
一
号
又
は

第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
公
共
職
業
安
定
所
長
の

指
示
に
よ
り
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
（
そ
の

期
間
が
二
週
間
（
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
二

号
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
身
体
障
害
者
」
と
い
う
。
）
又
は
知
的
障
害
者

で
あ
つ
て
、
そ
の
身
体
障
害
又
は
知
的
障
害
の
程
度

を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
係
る

訓
練
に
あ
つ
て
は
、
四
週
間
）
以
内
の
も
の
を
除

く
。
）
を
受
け
、
又
は
受
け
た
こ
と
の
あ
る
求
職
者

で
あ
つ
て
、
当
該
訓
練
を
行
い
、
又
は
行
つ
た
事
業

主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
も
の
及
び
同
一
の
事
由
に
よ

り
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
求
職
者
給
付
又
は

就
職
促
進
給
付
そ
の
他
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ

る
当
該
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受
け
、

又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
求
職
者
を
除
く
。
）
を

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用

す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
六
十
歳
以
上
の
者

ロ
　
身
体
障
害
者

ハ
　
知
的
障
害
者

ニ
　
精
神
障
害
者

ホ
　
母
子
家
庭
の
母
等

ヘ
　
父
子
家
庭
の
父

ト
　
中
国
残
留
邦
人
等
永
住
帰
国
者

チ
　
北
朝
鮮
帰
国
被
害
者
等

リ
　
認
定
駐
留
軍
関
係
離
職
者

ヌ
　
沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
所
持
者

ル
　
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者

ヲ
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳

所
持
者
（
本
四
連
絡
橋
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
実
施
計
画
に
つ
い
て
同
項
の
規
定

に
よ
り
認
定
を
受
け
た
事
業
主
以
外
の
事
業
主
に

雇
い
入
れ
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

ワ
　
港
湾
運
送
事
業
離
職
者
（
第
一
条
の
四
第
一
項

第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
の
実
施

に
つ
い
て
同
号
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
事

業
主
以
外
の
事
業
主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
者
に
限

る
。
）

カ
　
イ
か
ら
ワ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の

ほ
か
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
職
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
認
め
る
者

二
　
前
号
の
雇
入
れ
の
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇

月
前
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
（
次

号
に
お
い
て
「
基
準
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
の
労
働
者
を
解
雇
し
た

事
業
主
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め

に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
又
は
労
働

者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
解
雇
し
た
事
業

主
を
除
く
。
）
以
外
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

三
　
当
該
雇
入
れ
に
係
る
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た

者
で
あ
つ
て
基
準
期
間
に
離
職
し
た
も
の
の
う
ち
当

該
基
準
期
間
に
雇
用
保
険
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に

規
定
す
る
特
定
受
給
資
格
者
と
し
て
受
給
資
格
の
決

定
が
な
さ
れ
た
も
の
の
数
等
か
ら
判
断
し
て
、
適
正

な
雇
用
管
理
を
行
つ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
主

で
あ
る
こ
と
。

四
　
当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
第
一
号

の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

２
　
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
額
は
、
前
項
第
一

号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十

万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
（
そ
の
資
本
金
の
額
又
は
出

資
の
総
額
が
三
億
円
（
小
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主

た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
千
万
円
、
卸

売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
一
億

円
）
を
超
え
な
い
事
業
主
及
び
そ
の
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
の
数
が
三
百
人
（
小
売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る

事
業
主
に
つ
い
て
は
五
十
人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス

業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
百
人
）

を
超
え
な
い
事
業
主
を
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
六
十

万
円
）
（
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準

に
満
た
な
い
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
の

定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
と
す
る
。

３
　
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短

時
間
労
働
者
（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
、
同
一
の

適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の

所
定
労
働
時
間
に
比
し
短
く
、
か
つ
、
雇
用
保
険
法
第

三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

時
間
数
未
満
で
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
（
次
項
各
号
に

掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
十
万

円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
」
と
、
「
六
十
万
円
」

と
あ
る
の
は
「
四
十
万
円
」
と
す
る
。

４
　
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
短

時
間
労
働
者
と
し
て
次
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

項
中
「
五
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
万
円
」
と
、

「
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
十
万
円
」
と
す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

三
　
精
神
障
害
者

５
　
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
（
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
及
び
次

項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
二
十
万
円
」
と

す
る
。

一
　
身
体
障
害
者

二
　
知
的
障
害
者

６
　
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
雇
入
れ
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
雇
い
入
れ
る
場

合
（
短
時
間
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
を
除

く
。
）
に
お
け
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
五
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
万
円
」
と
、

「
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
百
四
十
万
円
」
と
す

る
。

一
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る

重
度
身
体
障
害
者

二
　
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る

重
度
知
的
障
害
者

三
　
四
十
五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
（
第
一
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）

四
　
四
十
五
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
（
第
二
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）

五
　
精
神
障
害
者

７
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
、
地
方
公
共
団

体
（
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

九
十
二
号
）
第
三
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
方
公

共
団
体
の
経
営
す
る
企
業
を
除
く
。
）
、
特
別
の
法
律
に

よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
つ
て
設
立
さ
れ
た
法
人

（
そ
の
資
本
金
の
全
部
若
し
く
は
大
部
分
が
国
か
ら
の

出
資
に
よ
る
法
人
又
は
そ
の
事
業
の
運
営
の
た
め
に
必

要
な
経
費
の
主
た
る
財
源
を
国
か
ら
の
交
付
金
若
し
く

は
補
助
金
に
よ
つ
て
得
て
い
る
法
人
に
限
る
。
）
、
行
政

執
行
法
人
及
び
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
に
対
し
て

は
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
を
支
給
し
な
い
。

８
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険
料
の
納

付
の
状
況
が
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
五
年

以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百

二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇

用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金

の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主

に
対
し
て
は
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
を
支
給

し
な
い
。

９
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
五
年
以
内
に

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
施
行

規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
そ

の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
の
役

員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
関
与
し
た
者
に
限

る
。
）
が
、
事
業
主
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
は
、
当
該

事
業
主
に
対
し
て
は
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

を
支
給
し
な
い
。

10
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
五
年
以
内
に

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇

用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
手
続
を

代
理
し
て
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
代
理
人

等
」
と
い
う
。
）
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を

行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団

体
が
当
該
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と

し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
該
代
理
人
等
が
特
定
求
職
者
雇

用
開
発
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
特
定

求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
事
業
主
に
対
し
て
は
、

支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

11
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
事
業
主
が
あ
る
場
合
に

5



は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
支

給
し
た
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
全
部
又
は
一

部
を
返
還
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
支
給
を
受
け
た

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
返

還
を
命
ず
る
額
の
二
割
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を

納
付
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

12
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
等
が
偽
り
の
届

出
、
報
告
、
証
明
等
を
し
た
た
め
特
定
求
職
者
雇
用
開

発
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
都
道

府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
代
理
人
等
に
対
し
、
そ
の
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
者
と
連

帯
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
の
返
還
又
は
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
の
納
付

を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

13
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場

合
は
、
次
項
各
号
に
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
事
業
主
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は

受
け
よ
う
と
し
た
場
合

二
　
代
理
人
等
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行

い
事
業
主
が
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給

を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

14
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る

事
項

イ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
行
つ
た
事
業
主
の

氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
を
行
つ
た
事
業
主
の

事
業
の
概
要

ハ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
事
業
主
が

支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
特
定
求
職

者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
取
り
消
し
た
日
、

返
還
を
命
じ
た
額
及
び
当
該
返
還
の
状
況

ニ
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
の
内
容

二
　
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
　
次
に
掲
げ
る

事
項

イ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
つ
た
代
理

人
等
の
氏
名
並
び
に
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事
業
主

が
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
特
定
求

職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
取
り
消
し
た

日
、
返
還
を
命
じ
た
額
及
び
当
該
返
還
の
状
況

ハ
　
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
の
内
容

（
調
整
）

第
七
条
　
職
業
転
換
給
付
金
（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の
事
由
に
よ

り
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
求
職
者
給
付
及
び
就

職
促
進
給
付
そ
の
他
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
職

業
転
換
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
つ
て

は
、
当
該
職
業
転
換
給
付
金
は
支
給
し
な
い
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
当
該
相
当
す
る
給
付
の
額
が
当
該
職
業

転
換
給
付
金
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
職
業
転

換
給
付
金
の
額
か
ら
当
該
相
当
す
る
給
付
の
額
を
控
除

し
た
残
り
の
額
を
職
業
転
換
給
付
金
と
し
て
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
就
職
促
進
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

が
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
職
業
訓
練
を

受
け
る
場
合
に
お
い
て
訓
練
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
職
業
訓
練
を
受
け
る
間

は
、
就
職
促
進
手
当
を
支
給
し
な
い
。
そ
の
者
が
正
当

な
理
由
が
な
く
当
該
職
業
訓
練
を
受
け
な
か
つ
た
た
め

に
訓
練
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
た
め
に
そ
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
間
も
、
同
様
と
す
る
。

３
　
第
一
条
の
四
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
公
共
職
業
安
定

所
長
の
指
示
に
よ
り
職
業
訓
練
を
受
け
る
場
合
に
お
い

て
、
訓
練
手
当
の
う
ち
の
基
本
手
当
の
日
額
が
そ
の
者

の
第
一
条
の
四
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
日
額
に
満
た

な
い
と
き
は
、
同
条
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
第
一
条
の
四
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る

日
額
か
ら
当
該
基
本
手
当
の
日
額
を
控
除
し
た
残
り
の

額
を
就
職
促
進
手
当
と
し
て
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
業
規
模
の
縮
小
等
）

第
七
条
の
二
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
は
、
経
済
的
事
情
に
よ

る
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
規
模
の
縮
小
等

で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
規
模
の
縮
小
等
の
実
施
に
伴

い
、
一
の
事
業
所
に
お
い
て
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

に
つ
い
て
一
箇
月
の
期
間
内
に
三
十
人
以
上
の
離
職
者

を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
す
る
。

（
再
就
職
援
助
計
画
の
作
成
）

第
七
条
の
三
　
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
就

職
援
助
計
画
（
以
下
「
再
就
職
援
助
計
画
」
と
い
う
。
）

は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
（
次
条
に

お
い
て
「
事
業
規
模
の
縮
小
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施

に
伴
う
最
初
の
離
職
者
の
生
ず
る
日
の
一
月
前
ま
で
に

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
再
就
職
援
助
計
画
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

（
再
就
職
援
助
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
七
条
の
四
　
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
認
定
の
申
請

は
、
再
就
職
援
助
計
画
の
作
成
又
は
変
更
後
遅
滞
な

く
、
再
就
職
援
助
計
画
（
様
式
第
一
号
）
に
当
該
再
就

職
援
助
計
画
に
係
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
に
関
す
る
資

料
を
添
え
て
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
再
就
職
援
助
計

画
が
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九

十
八
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業

再
編
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
産
業
競
争
力
強

化
法
に
基
づ
く
認
定
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。
）
に

従
っ
て
実
施
す
る
事
業
再
編
（
同
法
第
二
条
第
十
一
項

に
規
定
す
る
事
業
再
編
を
い
う
。
）
又
は
農
業
競
争
力

強
化
支
援
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第

十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
再
編
計
画
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
に
基

づ
く
認
定
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
実

施
す
る
事
業
再
編
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

事
業
再
編
を
い
う
。
）
に
伴
う
離
職
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
、
当
該
産
業
競
争

力
強
化
法
に
基
づ
く
認
定
事
業
再
編
計
画
又
は
当
該
農

業
競
争
力
強
化
支
援
法
に
基
づ
く
認
定
事
業
再
編
計
画

の
写
し
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
用
）

第
七
条
の
五
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
再
就
職
援
助
計
画
の
作
成
若
し
く
は

変
更
又
は
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
大
量
の
雇
用
変
動
の
届
出
等
）

第
八
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
場
合
は
、
一
の
事
業
所
に
お
い
て
、
一
月
以
内
の

期
間
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
及
び

既
に
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
た
届
出
又
は
通
知
に
係
る
者
を
除
き
、

自
己
の
都
合
又
は
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ

ら
な
い
で
離
職
す
る
者
（
天
災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
と
な
つ
た

こ
と
に
よ
り
離
職
す
る
者
を
除
く
。
）
の
数
が
三
十
以

上
と
な
る
場
合
と
す
る
。

一
　
日
日
又
は
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者

（
日
日
又
は
六
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ

た
者
で
あ
つ
て
、
同
一
の
事
業
主
に
六
月
を
超
え
て

引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
も
の
及
び
六

月
を
超
え
る
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
た
者
で
あ
つ

て
、
同
一
の
事
業
主
に
当
該
期
間
を
超
え
て
引
き
続

き
雇
用
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
試
の
使
用
期
間
中
の
者
（
同
一
の
事
業
主
に
十
四

日
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る

者
を
除
く
。
）

三
　
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
と
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
者

第
九
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

は
、
前
条
に
該
当
す
る
大
量
雇
用
変
動
が
あ
る
日
（
当

該
大
量
雇
用
変
動
に
係
る
離
職
の
全
部
が
同
一
の
日
に

生
じ
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
大
量
雇
用
変
動
に

係
る
最
後
の
離
職
が
生
じ
る
日
）
の
少
な
く
と
も
一
月

前
に
、
大
量
離
職
届
（
様
式
第
二
号
）
を
当
該
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
途
採
用
に
関
す
る
情
報
の
公
表
）

第
九
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
公
表
は
、
お
お
む
ね
一
年
に
一
回
以
上
、
公
表
し
た

日
を
明
ら
か
に
し
て
、
直
近
の
三
事
業
年
度
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
、
求
職
者
等
が
容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
通
常
の
労
働
者
に
準

ず
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
短
時

間
正
社
員
（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し

て
い
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
同
一
の
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一

週
間
の
所
定
労
働
時
間
に
比
し
短
く
、
か
つ
、
通
常
の

労
働
者
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。
）
と

す
る
。

３
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
施
設
は
、
専
修
学
校
と
す
る
。

４
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
そ
の
他
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
（
職
業
能
力
開
発
促
進

法
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）

に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。
次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
行
う
職
業
訓
練

を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
修
了
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
も
の

二
　
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
学
校
の
生
徒
若
し
く

は
学
生
又
は
専
修
学
校
の
生
徒
で
あ
つ
て
卒
業
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
及
び
前
号
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
も
の

イ
　
学
校
又
は
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
者

ロ
　
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
又
は
職
業
能
力
開
発

総
合
大
学
校
の
行
う
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者

ハ
　
学
校
教
育
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
各
種
学
校
に
在
学
す
る
者
で
あ
つ
て
卒
業
す
る

6



こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
又
は
当
該
各
種
学
校
を

卒
業
し
た
者

ニ
　
学
校
若
し
く
は
専
修
学
校
に
相
当
す
る
外
国
の

教
育
施
設
に
在
学
す
る
者
で
あ
つ
て
卒
業
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
又
は
当
該
外
国
の
教
育
施

設
を
卒
業
し
た
者

（
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
事
項
等
）

第
十
条
　
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
は
、
新
た
に
外
国
人
を
雇
い
入
れ
た
場
合
に

お
け
る
届
出
に
あ
つ
て
は
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、

第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
と
、
そ
の
雇
用
す

る
外
国
人
が
離
職
し
た
場
合
に
お
け
る
届
出
に
あ
つ
て

は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
か
ら
第
九
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
生
年
月
日

二
　
性
別

三
　
国
籍
の
属
す
る
国
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域

四
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
第
二
項

前
段
の
許
可
（
以
下
「
資
格
外
活
動
の
許
可
」
と
い

う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許
可

を
受
け
て
い
る
こ
と
。

五
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
に

規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
次
条
に
お
い
て
「
中
長

期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
十

九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
の
在
留
カ
ー
ド
の
番
号

六
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の

表
の
特
定
技
能
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
技

能
」
と
い
う
。
）
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る

者
に
あ
つ
て
は
、
法
務
大
臣
が
当
該
外
国
人
に
つ
い

て
指
定
す
る
特
定
産
業
分
野
（
同
表
の
特
定
技
能
の

項
の
下
欄
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
産
業
分
野
を
い

う
。
）

七
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
五
の

表
の
特
定
活
動
（
次
条
第
四
項
に
お
い
て
「
特
定
活

動
」
と
い
う
。
）
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る

者
に
あ
つ
て
は
、
法
務
大
臣
が
当
該
外
国
人
に
つ
い

て
特
に
指
定
す
る
活
動

八
　
住
所

九
　
雇
入
れ
又
は
離
職
に
係
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所

在
地

十
　
賃
金
そ
の
他
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
事
項

２
　
新
た
に
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又
は
離
職
す
る
外
国
人
が

雇
用
保
険
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者

（
以
下
「
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
届
出
（
以
下
「
外
国
人
雇
用

状
況
届
出
」
と
い
う
。
）
は
、
雇
入
れ
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
六
条
第
一
項
の
届

出
と
併
せ
て
、
当
該
外
国
人
の
在
留
資
格
及
び
在
留
期

間
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
の
二
第
三

項
前
段
に
規
定
す
る
在
留
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

並
び
に
前
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
離
職
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
令
第
七
条
第
一
項
の
届
出
と
併

せ
て
、
当
該
外
国
人
の
在
留
資
格
及
び
在
留
期
間
並
び

に
前
項
第
三
号
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
新
た
に
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又
は
離
職
す
る
外
国
人
が

被
保
険
者
で
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
雇
入
れ
に
係
る
届
出
に
あ
つ

て
は
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
九
号
に

掲
げ
る
事
項
と
、
離
職
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
同
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で

及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
、
外
国
人
雇
用
状
況

届
出
は
、
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
事
項
の
確
認
）

第
十
一
条
　
事
業
主
は
、
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
を
行
う

に
当
た
つ
て
は
、
新
た
に
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又
は
離
職

す
る
外
国
人
の
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
並
び
に

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
に

掲
げ
る
事
項
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
外
国
人
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
に
よ

り
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
長
期
在
留
者
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
（
次
項
第

一
号
に
お
い
て
「
在
留
カ
ー
ド
」
と
い
う
。
）

二
　
中
長
期
在
留
者
以
外
の
外
国
人
　
旅
券
又
は
在
留

資
格
証
明
書
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二

十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
証
明
書
を
い

う
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

２
　
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
に
係
る
外
国
人
が
資
格
外
活

動
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
事
業
主
は
、
前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
外
国
人
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
に
よ
り
、
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
中
長
期
在
留
者
　
在
留
カ
ー
ド

二
　
中
長
期
在
留
者
以
外
の
外
国
人
　
旅
券
、
在
留
資

格
証
明
書
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規

則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
第
十

九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
資
格
外
活
動
許
可
書
又

は
同
令
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
就
労
資

格
証
明
書

３
　
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
に
係
る
外
国
人
が
特
定
技
能

の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
事
業
主
は
、
前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る

事
項
を
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
別

記
第
三
十
一
号
の
四
様
式
に
よ
る
指
定
書
に
よ
り
、
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
に
係
る
外
国
人
が
特
定
活
動

の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
事
業
主
は
、
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る

事
項
を
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
別

記
第
七
号
の
四
様
式
に
よ
る
指
定
書
に
よ
り
、
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
時
期
）

第
十
二
条
　
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
は
、
新
た
に
外
国
人

を
雇
い
入
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
実
の
あ
つ
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
十
日
ま
で
に
、
そ
の
雇
用
す
る

外
国
人
が
離
職
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
実
の
あ

つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
当
該
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に

提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
保
険
者
で
な
い
外
国
人
に
係
る
外
国
人
雇
用
状
況

届
出
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
外
国
人

を
雇
い
入
れ
た
日
又
は
当
該
外
国
人
が
離
職
し
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
、
当
該
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
十
二
条
の
二
　
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
号
）
第
三
条
か
ら
第

十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
三
十
条
の
六
第
一
項
の

調
停
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
令
第
三
条
第
一
項
中
「
法
第
十
八
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労

働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
以
下

「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
の
六

第
一
項
」
と
、
同
項
並
び
に
同
令
第
四
条
（
見
出
し
を

含
む
。
）
及
び
第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
機
会

均
等
調
停
会
議
」
と
あ
る
の
は
「
優
越
的
言
動
問
題
調

停
会
議
」
と
、
同
令
第
六
条
中
「
法
第
十
八
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
条

の
六
第
一
項
」
と
、
「
事
業
場
」
と
あ
る
の
は
「
事
業

所
」
と
、
同
令
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
法
第

二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三

十
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
」
と
、
同

令
第
九
条
中
「
事
業
場
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」

と
、
同
令
第
十
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並

び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令

第
二
十
三
号
）
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
、
「
第
八
条
」
と
あ
る

の
は
「
同
令
第
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八

条
」
と
、
同
令
第
十
一
条
第
一
項
中
「
法
第
二
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
条

の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
」
と
、
同
令

別
記
様
式
中
「
事
業
場
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
要
請
等
）

第
十
三
条
　
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
法
第
三
十
二
条
第

一
項
の
要
請
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
措

置
要
請
」
と
い
う
。
）
を
す
る
と
き
は
、
当
該
措
置
要

請
に
係
る
措
置
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書

面
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
措
置
要
請
を
行
つ
た
地
方
公
共
団
体
の
長
（
第
四
項

に
お
い
て
「
要
請
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
い
う
。
）

は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働

大
臣
の
権
限
の
委
任
を
受
け
た
都
道
府
県
労
働
局
長
で

あ
つ
て
当
該
地
方
公
共
団
体
を
管
轄
す
る
も
の
か
ら
法

第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場

合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生

労
働
大
臣
に
対
し
、
当
該
措
置
要
請
に
つ
い
て
、
自
ら

同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
権
限
を
行
う
よ
う
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣

は
、
当
該
措
置
要
請
に
つ
い
て
自
ら
法
第
三
十
二
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
同
条
第
二
項
の
通
知
に
係
る
意
見
を
聴
く
者
を

選
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
措
置
要
請
の
内
容
に
応

じ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
要
請
地
方
公

共
団
体
の
長
の
意
見
を
聴
い
て
選
定
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
学
識
経
験
者

二
　
措
置
要
請
に
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体

三
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
又
は
要
請
地
方
公
共
団
体

の
長
が
必
要
と
認
め
る
者

（
協
定
の
締
結
等
）

第
十
三
条
の
二
　
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
（
次
項
に
お
い
て
「
管
轄
公
共
職
業
安
定

所
」
と
い
う
。
）
の
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

当
該
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

7



と
等
に
よ
り
、
国
の
行
う
職
業
指
導
及
び
職
業
紹
介
の

事
業
等
と
当
該
地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る
雇
用
に
関
す

る
施
策
が
密
接
な
関
連
の
下
に
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
協
定
（
以
下
「
雇
用
対

策
協
定
」
と
い
う
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
雇
用
対
策
協
定
を
締
結
し

て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
長
か
ら
、
雇
用
対
策
協
定
の

内
容
に
係
る
措
置
要
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
措
置

要
請
の
内
容
が
法
令
又
は
予
算
に
違
反
す
る
場
合
そ
の

他
の
当
該
措
置
要
請
の
内
容
に
つ
い
て
管
轄
公
共
職
業

安
定
所
の
業
務
に
反
映
さ
せ
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
当
該
業
務
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、

雇
用
対
策
協
定
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
の
作
成
に
関

す
る
協
議
及
び
当
該
計
画
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
を

行
う
た
め
、
都
道
府
県
労
働
局
長
及
び
地
方
公
共
団
体

の
長
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
を

組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
等
）

第
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
事
業
主
に
対
し
て
労
働
者
の
雇
用
に

関
す
る
状
況
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
報
告
を
命
じ

る
と
き
は
、
当
該
報
告
す
べ
き
事
項
及
び
当
該
報
告
を

命
じ
る
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
様
式
第
四
号

に
よ
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
五
条
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働

局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら

そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
　
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二

十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
の
権
限

二
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限

三
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
権
限

四
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
権
限

五
　
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

権
限

六
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
権
限

２
　
前
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に

よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
法

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条

第
一
項
並
び
に
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
事
業
主
又
は

国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
委
任
す
る
。
た
だ

し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

３
　
第
十
三
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た

だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と

を
妨
げ
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
漁
業
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給
に
関

す
る
暫
定
措
置
）

第
二
条
　
就
職
促
進
手
当
、
訓
練
手
当
、
求
職
活
動
支
援

費
、
移
転
費
、
職
場
適
応
訓
練
費
、
就
業
支
度
金
及
び

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
第
一
条
の
四
第
一

項
、
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
条
第
二

項
及
び
第
六
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五

条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
並
び
に
第
六
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
定
め

る
者
に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
就
職
促
進
手
当
は
、
漁
業
離
職
者
（
漁
業
経
営
の

改
善
及
び
再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和

五
十
一
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す

る
者
の
う
ち
、
船
員
法
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
漁

船
の
範
囲
を
定
め
る
政
令
第
二
号
の
漁
船
の
範
囲
を

定
め
る
省
令
（
令
和
二
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
五

号
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
沖
合
底
び
き

網
漁
業
の
う
ち
、
北
緯
四
十
三
度
の
線
以
北
、
東
経

百
三
十
九
度
の
線
以
東
の
太
平
洋
の
海
域
を
操
業
区

域
と
す
る
も
の
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
以
西
底
び

き
網
漁
業
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
大
中
型
ま
き
網

漁
業
の
う
ち
、
北
緯
二
十
一
度
の
線
以
北
、
東
経
百

四
十
度
の
線
以
東
、
東
経
百
七
十
九
度
の
線
以
西
の

太
平
洋
の
海
域
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び
日
本
海
の
海

域
を
除
く
。
）
を
操
業
区
域
と
す
る
も
の
、
北
緯
二

十
一
度
の
線
以
北
、
東
経
百
三
十
二
度
の
線
以
東
、

東
経
百
三
十
五
度
の
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
（
日

本
海
の
海
域
を
除
く
。
）
を
操
業
区
域
と
す
る
も
の

並
び
に
島
根
県
と
山
口
県
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

お
け
る
境
界
点
北
西
の
線
以
南
の
日
本
海
、
黄
海
、

東
シ
ナ
海
及
び
南
シ
ナ
海
の
海
域
を
操
業
区
域
と
す

る
も
の
、
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
遠
洋
か
つ
お
・
ま

ぐ
ろ
漁
業
若
し
く
は
同
項
第
九
号
に
掲
げ
る
近
海
か

つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
（
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
二
十

ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
又

は
中
型
い
か
釣
り
漁
業
（
総
ト
ン
数
三
十
ト
ン
以
上

二
百
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ
り
釣
り
に
よ
つ
て

い
か
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。
）

若
し
く
は
東
シ
ナ
海
は
え
縄
漁
業
（
北
緯
二
十
八
度

の
線
以
北
、
東
経
百
二
十
五
度
の
線
以
東
、
東
経
百

二
十
七
度
の
線
以
西
の
東
シ
ナ
海
の
海
域
に
お
い
て

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
は
え
縄

を
使
用
し
て
あ
ま
だ
い
又
は
ふ
ぐ
を
と
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
漁
業
を
い
う
。
）
に
従
事
し
て
い
た
者

（
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三

十
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
（
以
下

「
船
員
」
と
い
う
。
）
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項

又
は
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
和
十
年

六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
の

発
給
を
受
け
た
も
の
（
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り

当
該
手
帳
が
効
力
を
失
つ
た
者
を
除
く
。
以
下
「
手

帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
」
と
い
う
。
）
で
あ

り
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ
り
厚
生

労
働
省
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行

わ
れ
る
漁
業
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
の
た
め
の
職

業
指
導
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
五
条
第
二
項
第

四
号
に
お
い
て
「
就
職
指
導
」
と
い
う
。
）
を
受
け

て
い
る
も
の

二
　
訓
練
手
当
は
、
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者

で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
職

業
訓
練
を
受
け
て
い
る
も
の
又
は
失
業
日
（
次
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

及
び
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
四
十
歳

未
満
の
漁
業
離
職
者
（
失
業
日
に
お
い
て
そ
の
者
が

四
十
歳
以
上
で
あ
る
と
み
な
し
た
場
合
に
同
項
又
は

附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
漁
業
離
職
者
求

職
手
帳
の
発
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
つ

て
、
失
業
日
又
は
同
項
第
一
号
の
そ
の
失
業
を
す
る

に
至
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
以
内
に

公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
て
求
職
の
申
込
み
を
し

た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所

長
の
指
示
に
よ
り
令
和
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
受
講
を
開
始
し
た
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
も
の

三
　
求
職
活
動
支
援
費
は
、
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業

離
職
者
で
あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に

よ
り
広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
求
職
活
動
を
す
る
も

の
又
は
特
定
求
職
活
動
関
係
役
務
の
利
用
を
す
る

も
の

四
　
移
転
費
は
、
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
で

あ
つ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
し
た
職
業
（
雇

用
期
間
が
著
し
く
短
い
も
の
を
除
く
。
）
に
就
く
た

め
、
又
は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
職
業
訓

練
を
受
け
る
た
め
に
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す

る
も
の
（
そ
の
住
所
又
は
居
所
の
変
更
が
必
要
で
あ

る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
る
者
に
限
る
。
）

五
　
職
場
適
応
訓
練
費
は
、
都
道
府
県
知
事
の
委
託
を

受
け
て
、
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
に
つ
い

て
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
行
う
事
業
主
又

は
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
漁
業
離
職
者
に
つ
い

て
令
和
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
開
始
し
た
作

業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
行
う
事
業
主

六
　
就
業
支
度
金
は
、
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職

者
で
あ
つ
て
、
失
業
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

以
内
に
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
、
又

は
事
業
（
当
該
事
業
に
よ
り
当
該
手
帳
所
持
者
で
あ

る
漁
業
離
職
者
が
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
公
共

職
業
安
定
所
長
が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
）
を
開
始

し
た
も
の
（
就
業
支
度
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
者
を
除
く
。
）

七
　
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
、
次
の
イ
及
び

ロ
に
該
当
す
る
事
業
主

イ
　
四
十
五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
手
帳
所
持
者

で
あ
る
漁
業
離
職
者
で
あ
つ
て
、
法
第
十
三
条
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
の
支
給
を
受

け
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
公
共
職

業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
作
業
環
境
に
適
応
さ

せ
る
訓
練
（
そ
の
期
間
が
二
週
間
以
内
の
も
の
を

除
く
。
）
を
受
け
、
又
は
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者

で
あ
つ
て
、
当
該
訓
練
を
行
い
、
又
は
行
つ
た
事

業
主
に
雇
い
入
れ
ら
れ
る
も
の
及
び
同
一
の
事
由

に
よ
り
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
求
職
者
給

付
及
び
就
職
促
進
給
付
そ
の
他
法
令
又
は
条
例
の

規
定
に
よ
る
当
該
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
の
支

給
を
受
け
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除

く
。
）
を
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
継

続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
第
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該

当
す
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

２
　
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
に
対
す
る
就
職
促

進
手
当
は
、
必
要
な
就
職
指
導
を
受
け
る
期
間
の
日
数

に
応
じ
て
、
支
給
す
る
。

３
　
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
に
対
す
る
就
職
促

進
手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
四
第
三
項
の

例
に
よ
る
。

４
　
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
に
対
す
る
就
職
促

進
手
当
は
、
当
該
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
が
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継
続
し
て
十
四
日
を
超
え
て
就
職
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
十
四
日
を
超
え
る
日
に

つ
い
て
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職
者
が
第
一
条
の
四
第

十
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該

事
実
の
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
間
は
、
就
職

促
進
手
当
は
支
給
し
な
い
。

第
三
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
令
和
十
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
間
、
漁
業
離
職
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に

該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
、
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳

（
以
下
「
手
帳
」
と
い
う
。
）
を
発
給
す
る
。

一
　
当
該
漁
業
に
使
用
さ
れ
る
漁
船
の
隻
数
の
縮
減
に

伴
い
や
む
な
く
失
業
す
る
に
至
つ
た
日
（
以
下
「
失

業
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
四
十
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
。

二
　
失
業
日
が
、
漁
業
経
営
の
改
善
及
び
再
建
整
備
に

関
す
る
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請

の
日
か
ら
当
該
認
定
に
係
る
同
項
の
整
備
計
画
に
従

い
実
施
さ
れ
る
当
該
漁
業
に
使
用
さ
れ
る
漁
船
の
隻

数
の
縮
減
の
日
後
一
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
あ
る
こ
と
。

三
　
失
業
日
ま
で
一
年
以
上
引
き
続
き
当
該
漁
業
に
使

用
さ
れ
る
漁
船
の
隻
数
の
縮
減
に
係
る
漁
業
者
の
業

務
に
従
事
し
て
い
た
か
、
又
は
失
業
日
前
二
年
間
に

毎
年
六
箇
月
以
上
当
該
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
。

四
　
労
働
の
意
思
及
び
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

五
　
失
業
日
以
後
に
お
い
て
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た

こ
と
が
な
い
こ
と
。

六
　
前
に
手
帳
又
は
支
給
基
準
省
令
第
一
条
の
二
第
一

項
の
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
（
以
下
「
求
職
手
帳
」

と
い
う
。
）
の
発
給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

２
　
手
帳
の
発
給
は
、
こ
れ
を
受
け
よ
う
と
す
る
漁
業
離

職
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
申
請
は
、
漁
業
経
営
の
改
善
及
び
再
建
整
備

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
漁
船
の

隻
数
の
縮
減
に
伴
う
離
職
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
添
え
て
、
失
業
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月

以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ

の
他
申
請
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
申
請
は
、
そ
の
理

由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
令
和
十
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
間
、
漁
業
離
職
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
も
手
帳
を
発
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
前
条
第
一
項
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に
該
当

す
る
者
で
あ
つ
て
、
失
業
日
以
後
新
た
に
安
定
し
た

職
業
に
就
い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内

に
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
又
は
そ
の
者
の

都
合
に
よ
ら
な
い
で
更
に
失
業
し
、
か
つ
、
そ
の
失

業
を
す
る
に
至
つ
た
日
が
失
業
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
帳
の
発
給
を
受

け
、
又
は
支
給
基
準
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
後
に
お
い

て
、
新
た
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
手
帳
又
は
求
職
手
帳
が
失
効
し
た
者
で
あ
つ

て
、
当
該
職
業
に
就
い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
以
内
に
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
又
は

そ
の
者
の
都
合
に
よ
ら
な
い
で
更
に
失
業
し
、
か

つ
、
そ
の
失
業
を
す
る
に
至
つ
た
日
が
失
業
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

２
　
前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
る
手
帳
の
発
給
及
び
そ
の
申
請
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
失

業
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
条
第
一
項
各
号
の
そ
の
失

業
を
す
る
に
至
つ
た
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
五
条
　
手
帳
は
、
当
該
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
の
失

業
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
に
そ
の
者
に
係
る
雇

用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給
付

日
数
（
そ
の
者
に
つ
い
て
延
長
給
付
が
行
わ
れ
た
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
所
定
給
付
日
数
に
当
該
延
長
給
付

が
行
わ
れ
た
日
数
を
加
え
た
日
数
）
を
加
え
た
期
間

（
そ
の
期
間
が
三
年
を
超
え
る
と
き
は
、
三
年
）
を
経

過
し
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
手
帳
は
、
前
項
に
定
め
る
と
き
の
ほ
か
、
当
該
手
帳

の
発
給
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
た
と
き
は
、
そ
の

効
力
を
失
う
。

一
　
労
働
の
意
思
又
は
能
力
を
有
し
な
く
な
つ
た
と

き
。

二
　
新
た
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
と
き
。

三
　
手
帳
を
他
人
に
譲
渡
し
、
又
は
貸
与
し
た
と
き
。

四
　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
就
職
指
導
若
し
く
は
支
給

基
準
省
令
第
四
条
第
一
項
の
就
職
指
導
を
再
度
受
け

ず
、
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
地
方
運
輸
局
長

（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
紹
介
す

る
職
業
に
就
く
こ
と
を
再
度
拒
み
、
又
は
就
職
活
動

に
関
す
る
公
共
職
業
安
定
所
若
し
く
は
地
方
運
輸
局

長
の
指
示
に
再
度
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

五
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
こ
の
省
令
の

規
定
に
よ
る
職
業
転
換
給
付
金
そ
の
他
法
令
又
は
条

例
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
金
の
支
給

を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。

第
六
条
　
支
給
基
準
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
か
ら
求
職
手

帳
の
発
給
を
受
け
た
者
（
支
給
基
準
省
令
第
三
条
第
一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
求
職
手
帳
が
効
力

を
失
つ
た
者
を
除
く
。
）
が
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭

し
て
求
職
の
申
込
み
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者

が
漁
業
離
職
者
で
あ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め

た
と
き
は
、
そ
の
者
を
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業
離
職

者
と
み
な
し
て
附
則
第
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た

だ
し
、
支
給
基
準
省
令
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

同
条
第
一
項
の
就
職
促
進
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
者
に
係
る
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
就
職
促
進
手
当
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
七
条
　
雇
用
保
険
法
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
に
お
け
る
第
一
条
の
四
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
十
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
四

十
日
」
と
す
る
。

（
雇
用
促
進
計
画
を
活
用
し
た
雇
用
に
関
す
る
援
助
）

第
八
条
　
職
業
安
定
機
関
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
個
人
又
は
法

人
が
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
労
働

者
の
雇
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
雇
用
促
進
計
画
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し

て
そ
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
援
助
を
求
め
た
と

き
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
に
関
す
る
援
助

と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
助
言

そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
職
業
安
定
機
関
は
、
前
項
の
雇
用
促
進
計
画
に
係
る

援
助
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
考
慮
し

て
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
雇
用
促
進
計
画
の
始
期
に
お
け
る
個
人
又
は
法
人

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
数

二
　
雇
用
促
進
計
画
に
お
け
る
労
働
者
の
雇
入
れ
の

数
、
時
期
等
に
係
る
目
標

三
　
雇
用
促
進
計
画
の
終
期
に
お
け
る
個
人
又
は
法
人

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
数

四
　
雇
用
促
進
計
画
の
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
前
の
日
か
ら
当
該
雇
用
促
進
計
画
の
期
間
の
末
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
個
人
又
は
法
人
の
都
合
に
よ
る

労
働
者
の
解
雇
（
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

の
た
め
に
事
業
の
継
続
が
不
可
能
に
な
つ
た
こ
と
又

は
労
働
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
行
つ
た

も
の
を
除
く
。
）
の
有
無

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
の
雇
入

れ
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

３
　
職
業
安
定
機
関
は
、
個
人
又
は
法
人
か
ら
の
求
め
が

あ
つ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
雇
用
促
進
計
画
の
達
成

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
当
該
雇
用
促
進
計
画
の
期
間

の
終
了
後
の
当
該
個
人
又
は
法
人
の
雇
入
れ
の
促
進
に

資
す
る
よ
う
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
業
安
定

機
関
は
、
当
該
個
人
又
は
法
人
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
、
当
該
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
を
確
認
し
た
旨

を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
雇
入
れ
の
促
進
に
資
す
る
書

類
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
雇
用
促
進
計
画
及
び
前
項
の
雇
用
促
進
計
画
の
達
成

状
況
を
確
認
し
た
旨
を
記
載
し
た
書
類
は
、
様
式
第
五

号
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
集
計
等
に
お
け
る
平
均
定
期
給
与
額
）

第
九
条
　
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
元
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
算
定
に

係
る
第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最

低
額
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
及

び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
（
以
下
「
自
動
変

更
対
象
額
等
」
と
い
う
。
）
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
同

条
第
五
項
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
平
成
三
十
一
年
一

月
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
集
計
し
た
労
働
者
一
人

当
た
り
の
給
与
の
額
（
以
下
「
再
集
計
し
た
額
」
と
い

う
。
）
又
は
同
月
前
に
公
表
し
た
毎
月
勤
労
統
計
に
お

け
る
労
働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
及
び
再
集
計
し
た
額

か
ら
推
計
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い

う
。

２
　
令
和
元
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
算
定
に
係
る
自

動
変
更
対
象
額
等
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
の
四

第
五
項
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
再
集
計
し
た
額
又
は

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
集
計
し
た
額
と
同
様
の
統
計

的
手
法
に
よ
り
再
集
計
し
た
額
に
係
る
毎
月
勤
労
統
計

の
値
を
基
に
作
成
し
た
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労
働

者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い
う
。

３
　
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
算
定
に
係
る
自

動
変
更
対
象
額
等
の
変
更
に
あ
つ
て
は
、
第
一
条
の
四

第
五
項
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
再
集
計
し
た
額
と
同
様
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
再
集

計
し
た
額
に
係
る
毎
月
勤
労
統
計
の
値
を
基
に
作
成
し

た
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給

与
の
額
を
い
う
。
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（
募
集
及
び
採
用
に
お
け
る
年
齢
に
か
か
わ
り
な
い
均

等
な
機
会
の
確
保
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
条
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
一
条

の
三
第
一
項
第
三
号
ニ
中
「
行
う
と
き
、
」
と
あ
る
の

は
、
「
行
う
と
き
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
労
働
者

の
安
定
し
た
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
昭
和
四
十

三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
を
行
う
と
き

（
公
共
職
業
安
定
所
に
求
人
を
申
し
込
ん
で
い
る
場
合

で
あ
っ
て
、
安
定
し
た
職
業
に
就
い
て
い
な
い
者
と
の

間
で
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
当
該
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
労
働
者

が
職
業
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
を
求
人
の
条
件

と
し
な
い
場
合
に
限
る
。
）
、
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
一
月
一
二
日
労
働
省
令

第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
雇
い
入
れ
よ
う
と
し
た

者
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
者
又
は
離
職
し
た
者
は
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
八

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
対
策
法
第
二
十

一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
な
わ

れ
た
届
出
又
は
通
知
に
係
る
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
四
月
二
二
日
労
働
省
令

第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
五
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
二
年
九
月
二
〇
日
労
働
省
令

第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第

九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か

ら
第
六
項
ま
で
、
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
三

条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
の
二
第
一
項
並

び
に
第
六
条
の
四
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令

第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）
は

、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
三
日
労
働
省

令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
六
月
一
八
日
労
働
省
令

第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第

二
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
五
日
労
働
省
令

第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
四
月
一
二
日
労
働
省
令

第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
〇
月
一
日
労
働
省
令

第
二
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に

様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

３
　
第
八
条
第
二
項
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
の
前
に
改

正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
該
当
す
る
離
職
者
は
、
新
規
則
第
八
条
第
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
離

職
者
と
み
な
す
。

４
　
雇
用
対
策
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用

量
の
変
動
の
う
ち
離
職
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該

離
職
の
全
部
が
第
九
条
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
も
の
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
変
動
が
あ
る
日
（
そ
の
変
動
に

係
る
離
職
の
全
部
が
同
一
の
日
に
生
じ
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
変
動
に
係
る
最
後
の
離
職
が
生
じ
る

日
）
の
一
月
前
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
と
き
は
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
新
規
則
第
九
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
〇
月
一
五
日
労
働
省

令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令

第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
特
定
繊
維
工
業
構
造
改
善
臨
時
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第

五
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
九
年
六
月
三
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令

第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五

十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
九
月
二
八
日
労
働
省
令

第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
及
び

中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三

十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
及
び

中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三

十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
四
月
一
八
日
労
働
省
令

第
一
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
二
条
第
四
項
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
求
職
者
で
あ
つ
て
、
同
項

第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
が
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
前
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
つ
た
日
の
翌
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
」
と
す
る
。

３
　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
事
業
主
以
外
の
事
業
主
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

第
六
条
第
二
項
の
心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
支
給
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
心

身
障
害
者
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第

一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
六
月
一
日
労
働
省
令
第

二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
八
条
第
二
項
の

規
定
は
、
雇
用
対
策
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
量
の
変
動
の
う
ち

離
職
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
離
職
の
全
部
が
こ

の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
雇
用
量
の
変
動
（
改
正
前

の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
日
（
そ
の
変
動
に
係

る
離
職
の
全
部
が
同
一
の
日
に
生
じ
な
い
場
合
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
変
動
に
係
る
最
後
の
離
職
が
生
ず
る
日
）

の
一
月
前
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
と
き
は
、
法
第
二

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
九
条
の
大
量
離
職
届
は
、

当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
六
月
八
日
労
働
省
令
第

二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第

一
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ

に
係
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
三

の
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
二
八
日
労
働
省
令

第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
に
係
る
給
付
金
等
の
整
備

充
実
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五

十
六
年
六
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
整
備
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
旧
駐
留
軍
離
職

者
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
駐
留
軍
関
係
離
職
者

（
旧
駐
留
軍
離
職
者
法
第
二
条
に
規
定
す
る
駐
留
軍
関

係
離
職
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
整
備
法

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措

置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
。
以
下

「
旧
炭
鉱
離
職
者
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
、
第

九
条
第
一
項
又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
炭
鉱
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受

け
た
者
、
整
備
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
沖

縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百

三
十
一
号
。
以
下
「
旧
沖
縄
振
興
開
発
法
」
と
い
う
。
）

第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
沖
縄
失
業
者
求
職

手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
、
整
備
法
第
六
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職

者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九

十
四
号
。
以
下
「
旧
漁
業
離
職
者
法
」
と
い
う
。
）
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
業
離
職
者
求
職
手
帳
の

発
給
を
受
け
た
者
及
び
整
備
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
昭
和

五
十
二
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
旧
不
況
業
種

法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

２
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
就
職
指
導
手
当
及
び

施
行
日
前
に
移
転
を
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
規
則

第
四
条
の
移
転
資
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
、
雇
用
に
係
る
給
付
金
等
の
整
備
充
実

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
以
下

「
整
備
令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
漁
業
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
七
十

号
）
第
一
条
第
一
号
の
給
付
金
若
し
く
は
同
条
第
二
号

の
給
付
金
、
旧
駐
留
軍
離
職
者
法
第
十
八
条
第
一
項
第

四
号
の
自
営
支
度
金
（
再
就
職
し
た
場
合
に
お
け
る
同

項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
給
付
金
で
あ

つ
て
、
自
営
支
度
金
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
、
旧

沖
縄
振
興
開
発
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
自
営

支
度
金
（
再
就
職
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
第
十
一
号

の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
給
付
金
で
あ
つ
て
、
自

営
支
度
金
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
、
整
備
令
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴

う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
令
（
昭
和

五
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
一
号
の

自
営
支
度
金
若
し
く
は
同
条
第
二
号
の
再
就
職
奨
励
金

又
は
整
備
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
不

況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年

政
令
第
三
百
三
十
号
）
第
二
条
第
一
号
の
自
営
支
度
金

若
し
く
は
同
条
第
二
号
の
再
就
職
奨
励
金
の
支
給
を
受

け
た
者
は
、
新
規
則
第
六
条
の
就
業
支
度
金
を
受
け
た

者
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４
　
整
備
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策

法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
二
百
六
十
二
号
）

第
二
条
並
び
に
旧
規
則
第
六
条
、
第
六
条
の
二
及
び
第

六
条
の
三
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
及
び
精
神
薄
弱
者
、
旧

規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
同
和
対
策
対
象

地
域
住
民
並
び
に
旧
規
則
第
六
条
の
三
第
二
項
第
一
号

イ
に
規
定
す
る
中
年
齢
者
及
び
同
項
第
二
号
イ
に
規
定

す
る
高
年
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

５
　
整
備
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
駐
留
軍
離
職
者
法

第
十
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
就
職
促
進
手
当
及
び
整

備
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
駐
留
軍
離
職
者
法
第
十
八

条
第
一
項
第
一
号
の
手
当
、
整
備
法
附
則
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
旧
沖
縄
振
興
開
発
法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
基
づ

く
就
職
促
進
手
当
及
び
整
備
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧

沖
縄
振
興
開
発
法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
職
業

訓
練
手
当
そ
の
他
の
手
当
、
整
備
法
附
則
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
旧
漁
業
離
職
者
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
訓
練

待
期
手
当
及
び
就
職
促
進
手
当
並
び
に
同
条
第
二
項
第

一
号
の
訓
練
手
当
並
び
に
整
備
法
附
則
第
六
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
不

況
業
種
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
訓
練
待
期
手
当

及
び
就
職
促
進
手
当
並
び
に
同
条
第
二
項
第
一
号
の
訓

練
手
当
は
、
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百

三
十
二
号
）
第
十
三
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

給
付
金
と
み
な
し
て
、
新
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の

規
定
を
適
用
す
る
。

６
　
施
行
日
前
に
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
漁

業
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
省
令
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
一
条
に
お
い

て
「
旧
漁
業
離
職
者
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一

項
又
は
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
業
離
職
者
求

職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
は
、
新
規
則
附
則
第
二
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
手
帳
所
持
者
で
あ
る
漁
業

離
職
者
と
み
な
し
て
、
同
条
第
一
項
（
第
一
号
を
除

く
。
）
及
び
新
規
則
附
則
第
五
条
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
二
日
労
働
省

令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
二

条
第
一
項
の
訓
練
手
当
、
同
規
則
第
五
条
第
一
項
の
職

場
適
応
訓
練
費
及
び
同
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
六
日
労
働
省
令
第

一
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
第

八
号
の
二
の
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
引
揚
者
で
あ
つ

て
、
本
邦
に
引
き
揚
げ
た
日
が
昭
和
四
十
七
年
九
月
二

十
九
日
か
ら
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
あ
る
も
の
に
対
す
る
同
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四

条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
二
条
第
二
項
第
八
号
の
二
中
「
本
邦
に
引
き

揚
げ
た
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
」

と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
雇
用
対

策
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一

条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
対
象
特
定
不
況
業
種
離

職
者
求
職
手
帳
所
持
者
で
あ
る
者
は
、
改
正
後
の
雇
用

対
策
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第

一
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者
と
、
旧

規
則
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
者

（
対
象
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
所
持
者
を
除

く
。
）
は
新
規
則
第
六
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る

者
で
あ
る
者
（
対
象
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳

所
持
者
を
除
く
。
）
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
け
る
旧
規
則
第

六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
リ
又
は
ヌ
に
掲
げ
る
者
の
雇

入
れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
一
日
労
働
省
令

第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
二
日
労
働
省
令

第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第

二
条
第
二
項
の
離
職
の
日
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設

に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第

六
号
の
離
職
の
日
又
は
特
定
不
況
業
種
・
特
定
不
況
地

域
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項

第
五
号
の
離
職
の
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
で
あ
る
者
に
係
る
就
職
促
進

手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施

行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一

項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
新
規
則
第
一
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号

の
失
業
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
同
項
の
手
帳

の
効
力
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
附
則
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
五
日
労
働
省
令

第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
五
日
労
働
省
令
第

一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
四
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
六
月
一
七
日
労
働
省
令

第
二
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
九
条
の
大
量
雇
入
届
は
、

当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
九
月
二
〇
日
労
働
省
令

第
三
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
〇
月
一
八
日
労
働
省

令
第
三
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
一
月
一
八
日
労
働
省

令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令

第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令

第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
お
け
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規

則
第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
の
雇
入

れ
に
係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第

一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条
　
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下

「
訓
練
手
当
対
象
者
」
と
い
う
。
）
が
施
行
日
前
の
公
共

職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
職
業
訓
練
（
求
職
者
を

作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
訓
練
手
当
の
支
給
、

同
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
施
行
日
前

の
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
よ
り
広
範
囲
の
地
域

に
わ
た
る
求
職
活
動
を
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
広

域
求
職
活
動
費
の
支
給
、
そ
の
者
が
施
行
日
前
に
公
共

職
業
安
定
所
が
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
施

行
日
前
に
公
共
職
業
安
定
所
長
が
指
示
し
た
職
業
訓
練

を
受
け
る
た
め
に
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
場

合
に
お
け
る
同
令
第
四
条
の
移
転
費
の
支
給
及
び
事
業

主
が
施
行
日
前
に
労
働
大
臣
の
委
託
を
受
け
て
訓
練
手

当
対
象
者
に
作
業
環
境
に
適
応
さ
せ
る
訓
練
を
行
う
場

合
に
お
け
る
同
令
第
五
条
の
職
場
適
応
訓
練
費
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第

一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
お
け
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規

則
第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に

係
る
同
項
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
七
月
一
日
労
働
省
令
第

二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
二
月
二
五
日
労
働
省
令

第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
四
月
八
日
労
働
省
令
第

一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令

第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
六
月
二
八
日
労
働
省
令
第

二
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第
三

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
五
条
　
施
行
日
前
の
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
入
れ
に
係
る
同
項

の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
月
一
八
日
労
働
省
令
第

一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
改
正

前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
第
一
項
の
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第

一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
一
日
労
働
省
令
第
七

号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
一
〇
日
労
働
省
令
第

一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
六
月
二
九
日
労
働
省
令
第

二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
一
〇
月
五
日
労
働
省
令
第

三
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
四
年

十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
平
成
四
年
十
月
一
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
二
月
一
二
日
労
働
省
令
第

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
十
四
条
　
施
行
日
前
に
係
る
職
業
訓
練
に
関
す
る
第
九

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第

一
条
の
就
職
促
進
手
当
及
び
同
令
第
二
条
の
訓
練
手
当

並
び
に
施
行
日
前
に
離
職
し
た
場
合
に
お
け
る
同
令
第

六
条
の
就
業
支
度
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
二
五
日
労
働
省
令
第

二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
七
月
二
七
日
労
働
省
令
第

二
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
五
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
二
月
九
日
労
働
省
令
第
四

号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
雇
用
保
険
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二

条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定

す
る
計
画
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の

長
に
提
出
し
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条
の
地
域
雇
用
開

発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
旧
規
則
第
百
十
九
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
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雇
用
奨
励
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
地
域
雇
用
奨

励
金
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
地
域
雇
用
開
発
等
促
進

法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二

項
に
規
定
す
る
法
人
に
該
当
す
る
事
業
主
（
以
下
「
特

定
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同
一
の
事
由
に
よ
り
、

改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。
）
第
百
九
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
、
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
又
は

炭
鉱
離
職
者
に
係
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給
基
準
に

関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
通
商
産
業
省
・
労
働
省

令
第
二
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者

雇
用
開
発
助
成
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
求

職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
と
い
う
。
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労

働
省
令
第
三
十
八
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
重
度
障
害

者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
主
が

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
旧
規
則
第
百
十
二
条
第
二

項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
同
号
ロ
に
規
定
す
る
計

画
を
同
号
ロ
に
規
定
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
提

出
し
、
か
つ
、
当
該
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
係
る
雇
入
れ
の
日
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
雇
入
日
」
と
い
う
。
）
が
新
規

則
第
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
緊
急
雇
用
対
策
期
間

の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
る
と
き
に
は
、
当
該
支
給
事
由

に
よ
つ
て
は
、
地
域
雇
用
奨
励
金
は
支
給
し
な
い
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
業
主
が
旧
規
則
第
百
十
二

条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
特
定
雇
用
機
会

増
大
促
進
地
域
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
日
か
ら
起
算
し
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期

間
に
つ
い
て
地
域
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す

る
。

雇
入
日
が
旧
規
則
第
百

十
二
条
第
二
項
第
一
号

ロ
に
規
定
す
る
操
業
開

始
日
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
操
業
開
始
日
」

と
い
う
。
）
以
前
の
と

き
。

雇
入
日
か
ら

起
算
し
て
一

年
六
箇
月
を

経
過
し
た
日

一
年
六
箇
月
の

期
間

雇
入
日
が
操
業
開
始
日

後
の
と
き
。

雇
入
日
か
ら

起
算
し
て
一

一
年
六
箇
月
の

期
間
か
ら
操
業

開
始
日
か
ら
雇

年
六
箇
月
を

経
過
し
た
日

入
日
ま
で
の
期

間
に
相
当
す
る

期
間
を
減
じ
た

期
間

４
　
新
規
則
第
百
十
九
条
第
八
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
新
規
則
第
百
九
条
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇

用
開
発
助
成
金
又
は
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開

発
助
成
金
（
以
下
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」

と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
重
度
障
害
者
の
雇
入
れ
に
係
る

も
の
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
主
が
、
同

一
の
事
由
に
よ
り
、
新
規
則
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
地
域
雇
用
奨
励
金
（
特
定
事
業
主
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で

あ
つ
て
、
当
該
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
雇

用
奨
励
金
に
係
る
同
条
第
二
項
第
一
号
ハ
（
１
）
に
掲

げ
る
日
が
新
規
則
附
則
第
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る

緊
急
雇
用
対
策
期
間
の
い
ず
れ
か
の
日
で
あ
り
、
か

つ
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
に
係
る
雇
入
れ
の
日
が
平
成
七
年
四
月
一

日
以
後
で
あ
る
と
き
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
つ
て

は
、
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
は
支
給
し
な
い
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
業
主
が
新
規
則
第
百
十

二
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象
特
定
雇
用
機

会
増
大
促
進
地
域
事
業
主
で
あ
り
、
か
つ
、
同
号
ロ

（
２
）
に
規
定
す
る
特
定
雇
用
機
会
増
大
促
進
地
域
離

職
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
以
外
の
場
合
に
は
、
同
項
第

一
号
ハ
（
２
）
に
規
定
す
る
完
了
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
経
過
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
の
期
間
に
つ

い
て
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
九
日
労
働
省
令
第

三
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
労
働
省
令
第

四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第

一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第

二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第

三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
七
年
六
月
三
〇
日
労
働
省
令
第

三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第

三
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
就
職
促
進
手
当
の
支
給
に
係
る
離
職
の
日
が
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
者
に
対
し
て
支
給
す
る
平
成

八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当

の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
平
成
八
年
度
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
労
働
大
臣
は
、
改
正
後
の
雇
用
対
策

法
施
行
規
則
第
一
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
の
平
均
給
与
額

が
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る
年
度
に
お
け
る
平

均
給
与
額
を
超
え
、
又
は
下
る
に
至
っ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ

て
、
平
成
八
年
八
月
一
日
以
後
の
同
項
に
規
定
す
る
自

動
変
更
対
象
額
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
の

変
更
は
、
同
令
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象

額
の
変
更
と
み
な
す
。

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
同
項
の
自
動
変
更

対
象
額
に
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
一
月
一
日
労
働
省
令
第

四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第

一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
一
月
二
九
日
労
働
省
令
第

三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
九
条
の
大
量
雇
入
届
は
、

当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
五
日
労
働
省
令
第

一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令
第

一
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令
第

三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第

三
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
月
二
三
日
労
働
省
令
第

二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第

一
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
〇
日
労
働
省
令
第

二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
九
年
六
月
二
十
三

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令
第

二
九
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
三
日
労
働
省
令

第
九
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
一
六
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
四
月
二
七
日
労
働
省
令

第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
一
九
日
労
働
省
令

第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
年

六
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
六
月
二
六
日
労
働
省
令

第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令

第
三
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
労
働
省

令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保

の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
一
年
一

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令

第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
第
九
条
の
大
量
雇
入
届
及
び
大
量
離
職
届

は
、
当
分
の
間
、
な
お
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
相
当
様
式
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令

第
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
九
条
の
大
量
雇
入
届
は
、

当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
一
年
四
月
一
日
前
の
日
に
係
る
受
講
手

当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
平
成
十
一
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
寄
宿
手
当
の

月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
平
成
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則

第
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
高
年
齢
者
多
数

雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
二
年
一
月
一
日
以
後
に
お
い
て

も
当
該
高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令

第
三
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
一
七
日
労
働
省
令

第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条

の
二
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
三
日
労
働
省
令

第
四
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
七
日
労
働
省

令
第
四
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令

第
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
二
年
三
月
以
前
の
月
分
に
係
る
通
所
手

当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保

険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百

四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金

の
支
給
に
係
る
申
請
を
行
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
同
条

の
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
及
び
多
数
継
続
雇
用
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
旧
規
則
第
百
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
き
運
用
計
画
に
つ
い
て
当
該
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
定
を
受
け
た

事
業
主
に
係
る
同
条
の
高
齢
期
就
業
準
備
奨
励
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
育
児
・
介
護
休
業
者
職
場
復

帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
奨
励
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第

十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
新
規
・
成
長
分
野
就
職
促

進
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
も
当
該
新

規
・
成
長
分
野
就
職
促
進
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
三
一
日
労
働
省
令

第
三
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
五
日
労
働
省
令

第
三
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
八
日
労
働
省
令
第

三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条

の
二
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省

令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
六
日
労
働
省

令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
二
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働

省
令
第
三
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
八
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
特
定
不
況
業

種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置

法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
特
定
不
況
業
種
法
施
行
規

則
」
と
い
う
。
）
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
（
特
定
不

況
業
種
離
職
者
（
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
円
滑

な
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
対
策
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前

の
特
定
不
況
業
種
等
関
係
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
九

号
。
以
下
「
旧
特
定
不
況
業
種
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
不
況
業
種
離
職
者

を
い
う
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
、
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一

条
か
ら
第
三
条
ま
で
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
並

び
に
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施

行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
三
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条
第
四
項
及
び
第
百
十
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
旧
特
定

不
況
業
種
法
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し

く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
又
は
旧
特
定
不
況
業
種

法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
規
定
に
該
当
し
た
者
に
関
し

て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
発
給
を
受
け
た

手
帳
（
旧
特
定
不
況
業
種
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
手
帳
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の

効
力
を
有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
八
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
九
月
一
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
八
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
の
日
に
お
け
る
雇
入
れ
に
係
る
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条

の
二
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
事
業
主
が
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
内
に
事
業
規

模
の
縮
小
等
を
行
い
、
こ
れ
に
伴
い
そ
の
期
間
内
に
離

職
者
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
七
条

の
三
第
一
項
の
規
定
（
同
令
第
七
条
の
五
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
日
の
一
月
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
日
前
に

遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
一
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働

省
令
第
三
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
炭
鉱
労
働
者

等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則

（
以
下
「
旧
炭
鉱
労
働
者
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第

一
章
の
二
及
び
第
二
章
の
規
定
並
び
に
第
四
章
（
炭
鉱

離
職
者
（
石
炭
鉱
業
の
構
造
調
整
の
完
了
等
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
炭
鉱
労

働
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
。
以
下
「
旧
炭
鉱
労

働
者
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
炭

鉱
離
職
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇

用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二

項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
、
第
二

条
第
二
項
第
六
号
及
び
第
八
号
、
第
三
項
並
び
に
第
五

項
、
第
三
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
第
七
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
七
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
並
び
に
第
五
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
八

十
三
条
第
四
項
第
二
号
、
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二

号
イ
、
第
百
六
条
第
五
項
第
一
号
、
第
百
十
条
第
二
項

第
一
号
イ
（
８
）
、
第
百
十
九
条
第
十
二
項
（
炭
鉱
離

職
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
四
項
並
び
に

附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前

に
旧
炭
鉱
労
働
者
法
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項

又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

該
当
し
た
者
に
関
し
て
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ
れ

ぞ
れ
発
給
を
受
け
た
手
帳
（
旧
炭
鉱
労
働
者
法
第
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
手
帳
を
い
う
。
）
が
そ
の
効
力
を

有
す
る
間
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
施
行
の
日

（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

第
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
第
七
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
並
び
に
雇
用

保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
第
四
項
第
二
号
及
び
第

百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
（
８
）
の
規
定
は
、
失
効
前

の
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律

第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

沖
縄
失
業
者
求
職
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
に
つ
い
て

は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
〇
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手

当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
八
月
一
二
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
〇
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
七
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
十
七

条
の
四
第
二
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
中

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
七
条
の
四
に
た
だ
し
書
を
加

え
る
改
正
規
定
は
、
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
二
十
六

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

11
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
一
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
五
月
一
日
（
次
条

に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
就
職
促
進
手
当
の
支
給
に
係
る
離
職
の
日
が
施

行
日
前
の
日
で
あ
る
者
に
対
し
て
支
給
す
る
就
職
促
進

手
当
の
日
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
実
施
さ
れ
た
職
業
訓
練
に
係
る
特
定
職

種
受
講
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
五
年
六
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
〇
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
二
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
八
月
一
日
（
次
条

に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額

の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
九
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
八
月
一
日
（
次
条

に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

15



（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
施
行
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額

の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
三
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
七
月
二
三
日
厚
生
労
働

省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者

雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
対
策
法
及
び
地
域
雇
用
開

発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法

律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施

行
の
日
（
平
成
十
九
年
八
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
雇
用
対
策
法
施

行
規
則
第
一
条
を
第
一
条
の
四
と
し
、
同
条
の
前
に
三

条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
一
条
の
二
及
び
第
一
条
の

三
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
令
第
八
条
の
改
正
規

定
、
同
令
第
九
条
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
六
条

を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条

の
規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
平

成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
対
則
」
と

い
う
。
）
第
十
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
の
新

雇
対
則
第
十
条
第
三
項
中
「
新
た
に
雇
い
入
れ
ら
れ
、

又
は
離
職
す
る
外
国
人
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合
に
」

と
あ
る
の
は
「
現
に
雇
い
入
れ
て
い
る
外
国
人
に
」

と
、
「
雇
入
れ
に
係
る
届
出
に
あ
つ
て
は
第
一
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
、
離
職
に
係
る

届
出
に
あ
つ
て
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
」
と
あ
る

の
は
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

２
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

行
う
場
合
に
は
、
新
雇
対
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定

は
、
同
項
中
「
新
た
に
外
国
人
を
雇
い
入
れ
た
場
合
に

お
け
る
届
出
に
あ
つ
て
は
次
の
各
号
（
第
五
号
を
除

く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
と
、
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
が

離
職
し
た
場
合
に
お
け
る
届
出
に
あ
つ
て
は
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
と
あ
る
の

は
、
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
と
読
み
替
え
て
適

用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
改
正
法
附
則
第
二
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
大
臣

の
権
限
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ

し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を

妨
げ
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
さ

れ
た
権
限
は
、
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
雇
用
対
策
法
第

三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
主
の
事
業
所
を
管

轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
委
任
す
る
。
た
だ

し
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
三
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
八
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
九
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
五
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
六
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百

十
条
の
規
定
又
は
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第

六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事

業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
様
式
第

一
号
に
よ
る
再
就
職
援
助
計
画
及
び
様
式
第
二
号
に
よ

る
大
量
離
職
届
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
再
就

職
援
助
計
画
及
び
様
式
第
二
号
に
よ
る
大
量
離
職
届
と

み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
二
月
六
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
安
定
事
業
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百

十
条
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施

行
規
則
第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
定
求
職
者
雇
用

開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
七
月
三
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
五
条
　
施
行
日
前
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇

用
対
策
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
対
則
」
と
い
う
。
）

第
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
就
職
促
進
手
当
を
受
給

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
就
職
促
進
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
発
給
さ
れ
て
い
る
旧
雇

対
則
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
に
規
定
す
る
漁
業
離
職

者
求
職
手
帳
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
広
域
求
職
活
動
に
係
る
広
域

求
職
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
移
転
に
係
る
移
転
費
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
一
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
八
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
三
条
並
び
に
第
七
条
及
び
第
十
四
条
並
び
に
次

条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
三
十
六
項
の
規
定
　
平

成
二
十
三
年
七
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
九
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促

進
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
二
条
　
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策

法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
対
則
」

と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
中
長
期
在
留
者
（
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第

十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
所
持
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
以
下

「
登
録
証
明
書
」
と
い
う
。
）
は
在
留
カ
ー
ド
（
同
法
第

十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
「
在
留
カ
ー
ド
」
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
と
み
な
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と

み
な
さ
れ
る
期
間
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
以
下
「
入
管
法
等
改
正

法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
五
条
第
二
項
各
号
に
定
め

る
期
間
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド

と
み
な
さ
れ
る
中
長
期
在
留
者
に
対
す
る
新
雇
対
則
第

十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
号
中
「
在
留
カ
ー
ド
」
と
あ
る
の
は
、
「
旅
券
、
在

留
資
格
証
明
書
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行

規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
第
十

九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
資
格
外
活
動
許
可
書
又
は

同
令
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
就
労
資
格
証

明
書
」
と
す
る
。

４
　
入
管
法
等
改
正
法
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
旅
券
に
後
日
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を

受
け
た
中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

た
者
を
除
く
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
後
日
交
付
中

長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
新
雇
対
則
第
十

一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
在
留
カ
ー

ド
」
と
あ
る
の
は
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離

脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十

九
号
）
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
日
在
留

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
旅
券
」
と
、

同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
在
留
カ
ー
ド
」
と
あ
る
の
は

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平

和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
日
在
留
カ

ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
旅
券
、
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法

務
省
令
第
五
十
四
号
）
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
資
格
外
活
動
許
可
書
又
は
同
令
第
十
九
条
の
四
第
一

項
に
規
定
す
る
就
労
資
格
証
明
書
」
と
す
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

（
次
項
に
お
い
て
「
旧
雇
対
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三

号
に
よ
る
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
書
は
、
新
雇
対
則
様

式
第
三
号
に
よ
る
外
国
人
雇
用
状
況
届
出
書
と
み
な

す
。

６
　
新
雇
対
則
第
十
条
第
三
項
の
外
国
人
雇
用
状
況
届
出

書
は
、
当
分
の
間
、
な
お
旧
雇
対
則
の
相
当
様
式
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
八
月
二
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
附
則
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

（
附
則
第
九
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
月
一
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
九
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
〇
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
一
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労

働
省
令
第
一
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
又
は
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
十
条
の
規
定
に
よ
り
特

定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
に
対
す
る
特
定
求
職
者

雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
八
月
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
十
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
三
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
二
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
三
条
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
対
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条

及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
新
雇
対

則
第
三
条
第
二
項
及
び
第
六
項
並
び
に
附
則
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
求
職
活
動
（
当
該
求
職
活
動
に
関

し
、
広
域
求
職
活
動
費
（
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
雇
対
則
」
と

い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
広
域
求
職
活

動
費
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
当
該
求
職
活
動
を
除
く
。
）
又
は
新
雇
対

則
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
求
職
活
動
関
係
役

務
の
利
用
を
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に

広
範
囲
の
地
域
に
わ
た
る
求
職
活
動
を
し
た
者
に
対
す

る
広
域
求
職
活
動
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付

さ
れ
て
い
る
旧
雇
対
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧

様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

新
雇
対
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
八
月
一
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
締
結
さ
れ
た
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則

（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）

附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
に
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
第
三
項
に
お
い
て
「
新
規

則
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
旧
規
則
附
則
第
九
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
指
示
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付

さ
れ
て
い
る
旧
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様

式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

新
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
の
改

正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
四
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
並
び
に
第
三
十
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正

規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
四
条
　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
職
業

安
定
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
公
共
団

体
又
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事

業
者
の
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た
者
に
対
す
る
第
五

条
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
四
条
の

規
定
は
、
当
該
者
が
当
該
紹
介
に
よ
り
職
業
に
就
い
た

日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
八
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
九
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
当
分
の
間
、
毎
年

度
、
都
道
府
県
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け

る
職
業
指
導
及
び
職
業
紹
介
の
事
業
そ
の
他
の
雇
用
に

関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
際
し
て
の
方
針
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
雇
用
施
策
実
施
方
針
」
と
い
う
。
）
を

関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
施
策
と
都
道
府
県
の
講
ず
る
雇
用
に
関
す

る
施
策
と
が
密
接
な
関
連
の
下
に
円
滑
か
つ
効
果
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
対
策
法
施
行

規
則
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
対
策
協

定
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
（
都
道
府
県
労
働
局
長
と

都
道
府
県
知
事
が
締
結
し
た
雇
用
対
策
協
定
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
毎
年
度
、
雇
用
施

策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
都
道
府
県
労
働
局
長
が
、
前

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
雇
用
施
策
実
施
方
針
を
定

め
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
指
針
を
定
め
る
場
合
に

は
、
安
定
し
た
雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お

い
て
安
定
し
た
雇
用
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す

る
も
の
と
す
る
。

４
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
一
項
の
都
道
府
県
労
働

局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
雇
用
に
関
す
る
施

策
の
実
施
に
関
し
、
雇
用
施
策
実
施
方
針
に
定
め
る
事

項
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
要
請
に
応
じ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
二
月
二
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
新
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
期
間
の
初
日
が
属
す
る
場

合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
提
出

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
当
該
期
間
の
初
日
が

属
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計

画
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
四
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
前
に
開
始
し
た
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
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並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
訓
練
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
開
始
し
た
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進

並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
職
場
適
応
訓
練
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
行
っ
た
雇
入
れ
に
係
る
労
働
施
策
の
総

合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業

生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
四
日
厚
生
労
働

省
令
第
七
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

七
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
九
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
六
号
。
次
項

に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平

成
三
十
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
再
就
職
援
助
計
画
を
提

出
し
た
事
業
主
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
改
正
法
附

則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
お
従
前
の
例
に

よ
り
認
定
を
受
け
た
特
定
事
業
再
編
計
画
若
し
く
は
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
特
定
事
業
再
編
計
画
若
し
く
は
改
正
法
附

則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
な
お
従
前
の
例

に
よ
り
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画

若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計

画
を
添
え
て
再
就
職
援
助
計
画
を
提
出
し
た
事
業
主
に

対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
施
策
の
総
合

的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生

活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
条
の
四
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
新
た
に
外
国
人
を

雇
い
入
れ
た
場
合
又
は
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
が
離
職

し
た
場
合
に
お
け
る
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び

に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働

省
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
施
策
の

総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職

業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下

「
新
推
進
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定

は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ

り
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又

は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
不
正
受
給
を
行
う
事
業
主
」
と
い
う
。
）
に
適
用
し
、

施
行
日
前
に
不
正
受
給
を
行
う
事
業
主
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
推
進
則
第
六
条
の
二
第
九
項
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
保
険

法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助

成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と

し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団

体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
関
与
し
た

者
に
限
る
。
）
が
、
事
業
主
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
に

適
用
す
る
。

３
　
新
推
進
則
第
六
条
の
二
第
十
項
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
代
理
人
等
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を

行
い
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団

体
が
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す

る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又

は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当
該
代
理
人
等
が

雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
に
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働

省
令
第
六
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
十
七
日
ま
で
の
間
に
そ
の
額
を
算
定
さ
れ
た
就
職
促

進
手
当
を
受
給
し
た
者
に
係
る
当
該
就
職
促
進
手
当
の

額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額

を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に

は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を

乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額

と
す
る
。

一
　
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
算
定
さ
れ
た

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
年
度
の
平
均
給
与
額

の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
に
応
じ
て
変
更
さ

れ
た
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最
低

額
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
及

び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
適
用
し
算
定

し
た
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
十
七
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
額

二
　
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月

十
七
日
ま
で
の
間
に
算
定
さ
れ
た
就
職
促
進
手
当

の
額

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

支
給
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
。

第
三
条
　
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号
）
附
則

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
た
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
係
る
同
令
に

よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一

年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
第
七
項
中
「
千
三
百
六
十
九
円
」
と

あ
る
の
は
「
千
三
百
七
十
一
円
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
九
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
九
日
厚
生
労
働
省

令
第
四
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
新
た
に
外
国
人
を

雇
い
入
れ
た
場
合
又
は
そ
の
雇
用
す
る
外
国
人
が
離
職

し
た
場
合
に
お
け
る
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び

に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
二
七
日
厚
生
労
働

省
令
第
八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
三
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
一
四
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
新
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進

計
画
の
期
間
の
初
日
が
属
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に

規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
提
出
に
つ
い
て
適
用
し
、

施
行
日
前
に
当
該
期
間
の
初
日
が
属
す
る
場
合
に
お
け

る
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
一
月
三
〇
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
の
日

（
令
和
二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省

令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働

省
令
第
二
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
四

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省

令
第
一
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
九
月
三
日
厚
生
労
働
省
令

第
一
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
（
次
項
に
お

い
て
「
新
様
式
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進

計
画
の
期
間
の
初
日
が
属
す
る
場
合
（
個
人
に
あ
っ
て

は
施
行
日
か
ら
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
当
該
初
日
が
属
す
る
場
合
を
除
き
、
法
人
に
あ
っ
て

は
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
の
施
行
日
以
後
の

期
間
内
に
当
該
初
日
が
属
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お

け
る
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
提
出
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
当
該
期
間
の
初
日
が
属
す
る

場
合
（
個
人
に
あ
っ
て
は
施
行
日
か
ら
令
和
四
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
当
該
初
日
が
属
す
る
場
合
を

含
み
、
法
人
に
あ
っ
て
は
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業

年
度
の
施
行
日
以
後
の
期
間
内
に
当
該
初
日
が
属
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
雇
用
促

進
計
画
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
新
様
式
に

よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
省
令

第
七
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省

令
第
九
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
二
五
日
厚
生
労
働

省
令
第
一
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
一
七
日
厚
生
労
働
省

令
第
二
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
施
策
の
総
合

的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生

活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
一
条
の
三

第
一
項
第
三
号
ニ
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
日
以

降
に
行
わ
れ
た
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省

令
第
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
労
働

施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
紹
介
に
よ
り
求
職
者
を
継

続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
た
事
業
主

に
対
す
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
六
月
二
六
日
厚
生
労
働
省

令
第
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

一
　
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力
（
万
国
式
試
視
力
表

に
よ
つ
て
測
つ
た
も
の
を
い
い
、
屈
折
異
常
が
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
つ
い
て
測
つ
た
も
の
を
い

う
。
）
が
〇
・
〇
七
以
下
の
も
の
又
は
視
力
の
良
い
方
の

眼
の
視
力
が
〇
・
〇
八
か
つ
他
方
の
眼
の
視
力
が
手
動

弁
以
下
の
も
の

二
　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
九
十
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も
の

三
　
平
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
そ
し
や
く
機
能
を
欠
く
も
の

五
　
音
声
又
は
言
語
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

六
　
両
上
し
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
を

欠
く
も
の

七
　
両
上
し
の
お
や
指
及
び
ひ
と
さ
し
指
又
は
中
指
の

機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

八
　
一
上
し
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

九
　
一
上
し
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の
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十
　
一
上
し
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を

有
す
る
も
の

十
一
　
両
下
し
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

十
二
　
一
下
し
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

十
三
　
一
下
し
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

十
四
　
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の

障
害
を
有
す
る
も
の

十
五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能

に
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

十
六
　
精
神
又
は
神
経
系
統
に
、
日
常
生
活
に
著
し
い

制
限
を
加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
も
の

十
七
　
傷
病
が
治
ら
な
い
で
、
身
体
の
機
能
又
は
精
神

若
し
く
は
神
経
系
統
に
、
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

加
え
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

様
式
第
１
号
（
第
７
条
の
３
関
係
）

様式第1号(第7条の3関係) 

再 就 職 援 助 計 画 

  雇用保険適用事業所番号         ―             ―   

 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律第24条

第3項又は第25条第1項の規定に基づき、下記により、再就職援助計画の認定を申請します。 

  令和  年  月  日 

住所             

事業主               

氏名             

  
事業主が法人である場合には、主たる事業所の所在地、

法人の名称及び代表者の氏名を記入すること。 
  

      公共職業安定所長 殿 

記 

1 申請事業主の現状 (1)事業所数       ヵ所 (2)常時雇用する労働者数  人 

2 

再就 職 援助 計 画

を 作 成 す る

事業所の現状 

(1)名称 (4)事業の種類 

(2)所在地 

 

(5)再就職援助担当者 

 役職    氏名 

(3)連絡先 (6)常時雇用する労働者数  人 

3 
再就 職 援助 計 画

作 成 に 至る 経緯 
  

4 計画対象労働者等 
(1)計画対象労働者(離職を余儀なくされる者)         人 

(2)計 画 期 間   年  月  日 ～   年  月  日 

5 
再 就 職 援 助 の

た め の 措 置 
  

  

  
□労働移動支援助成金受給を希望 

  

6 労働組合等の意見 

 

 

 

労働者代表者氏名 

備 考   
公共職業安

定所受理印 
  

注意 1．3欄については、事業規模の縮小等に関する資料を添付すること。 

   2．4(1)欄については、当該計画の別紙として、計画対象労働者の氏名、生年月日、年齢、

雇用保険被保険者番号、離職予定日、再就職援助希望の有無及び雇用形態を含む事項を記

載した一覧を添付すること。 

   3．6欄については、労働組合等の同意の有無を明らかにすること。 

様
式
第
２
号
（
第
９
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第2号(第9条関係)(表面) 

大 量 離 職 届 

 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律第27条第1

項の規定により、下記のとおり届けます。 

   令和  年  月  日 

事 業 主   
住 所 

氏 名 

公共職業安定所長 殿 

事業主が法人である場合は、主たる事務所の所

在地、法人の名称及び代表者の氏名を記入する

こと。 

①下記の離職

に係る事業所 

イ名 称   ハ事業の種類   ②下記の離職

が生じる年月

日又は期間 

年 月 日から 

 

年 月 日まで ロ所在地   ニ従業員の数   

③雇 用

形 態 
年 齢 ④ 離 職 者 数 ⑤ 職 種 年 齢 ⑥ 離 職 者 数 

計 

  

うち雇用保険被保険者数 

      
 
 

  
45歳以上
60歳未満 

  
 
 

  
45歳以上
60歳未満 

  
 
 

うち 
正規職員 

うち雇用保険被保険者数 

      
 
 

  
45歳以上
60歳未満 

  
 
 

うち 
パート・アルバイト・契
約社員・嘱託・期間工等 

うち雇用保険被保険者数 

      
 
 

  
45歳以上
60歳未満 

  
 
 

うち 
派遣労働者 

うち雇用保険被保険者数 

      
 
 

  
45歳以上
60歳未満 

  
 
 

⑦再就職の援助のための

措置 

  

 

 

 

 

 

③再就職先の確保の状況 事業所               人 

(日本産業規格A列4) 

様
式
第
２
号
（
裏
面
）

様式第2号(裏面) 

注意 

1 事業所の事業の種類及び従業員の数 

 (1) ①ハ欄には、「印刷業」、「自動車製造業」等その事業所の事業の種類を記入すること。 

 (2) ①ニ欄には、届出時の数を記入すること。 

2 ②欄には、離職が1日で行われることとなるときは、その日を記入し、「から 年 月 日まで」

の文字を抹消すること。 

3 雇用形態の定義 

 (1) ③欄の「正規職員」とは、その事業所において一般社員、正社員等と呼ばれている者であ

って、「派遣労働者」を除く。 

 (2) ③欄の「パート・アルバイト・契約社員・嘱託・期間工等」とは、その事業所における雇

用形態の呼称を例示したものであり、「正規職員」及び「派遣労働者」以外の者をいう。 

 (3) ③欄の「派遣労働者」とは、その事業所において、労働者派遣の対象として雇用されてい

る労働者をいう。 

4 離職者数 

 (1) ④欄には、離職者数のうち届出時において雇用保険の被保険者である者の数を記入するこ

と。 

 (2) ④の計及び⑥欄には、届出時の年齢が45歳以上60歳未満の者の数を記入すること。 

 (3) ④及び⑥欄の離職者数のうち障害者がある場合には、その内数を同欄に括弧書きで記入す

ること。 

5 ⑤欄には、離職することとなる者の従事している仕事の具体的内容を表す名称を、「会計事務

補助員」、「旋盤工」、「自動車板金工」等のように記入すること。ただし、1職種についての⑥欄

の離職者数が10人未満である場合には「その他」として一括して記入して差し支えないこと。 

6 ⑦欄には、(イ)再就職の援助の体制及び(ロ)実施又は実施を予定している再就職の援助のため

の具体的な方法を、以下の例のように記入すること。 

 (例) 

  (イ) ○月○日に、○○○部に再就職相談室を設置し、○○部長を責任者とし、○人の担当

者を置く。 

  (ロ) 1 再就職に備え、○○に係る職業訓練を、○月○日から○日間、○人に実施。 

     2 再就職相談室において、離職予定者の再就職希望を把握中。 

     3 ○○公共職業安定所による離職前の集団相談会の実施(○月○旬を希望)。 

     4 再就職先として確保した事業所の担当者と離職予定者の面接会を実施(○月○日か

ら実施予定)。 

7 ⑧欄には、再就職先の確保を行っている場合に、届出時までに確保した再就職先の事業所数及

び受入れ可能人数を記入すること。なお、ここには、離職予定者が当該再就職先の事業所に採用

されることが内定している段階のものにとどまらず、当該再就職先の事業所から申出を受けてい

る段階のものも含め記入すること。 
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様
式
第
３
号
（
第
１
０
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第3号(第10条関係)(表面) 

  
雇 入 れ 

 

離 職 

に係る外国人雇用状況届出書 

  フリガナ(カタカナ)         

①外国人の氏名 

(ローマ字) 

姓 名 ミドルネーム 

②①の者の在留資格 

  ③①の者の在留期間 
(期限) 
(西暦) 

年  月  日 

まで  

④①の者の生年月日 

(西暦) 
年  月  日 ⑤①の者の性別 1男 ・ 2女 

⑥①の者の国籍・地域 

  
⑦①の者の資格外

活動許可の有無 
1有 ・ 2無 

    ⑧①の者の

在留カードの番号 

(在留カードの右上に記載され

ている12桁の英数字) 

                        

 

雇入れ年月日 

(西暦) 

 

年   月   日  

年   月   日  

年   月   日  

 

離職年月日 

(西暦) 

 

年   月   日   

年   月   日   

年   月   日   

 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律施行規則第10条第3項

の規定により上記のとおり届けます。 

年   月   日   

事業主  

事業所の名称、

所在地、電話番号等 

雇入れ又は離職に係る事業所 雇用保険適用事業所番号   

          ―             ―     

(名称) 

①の者が主として左記以外
の事業所で就労する場合 

 

(所在地) 

TEL               

主たる事務所 

(名称) 

(所在地) 

TEL               

氏名   

  

  

社会保険

労 務 士

記 載 欄 

作成年月日・提出代行者・事務代理者の表示 氏名 

公共職業安定所長 殿   
  

  

  
 

様
式
第
３
号
（
裏
面
）

様式第3号(裏面) 

注意 

 1 雇入れに係る外国人雇用状況届出書として使用する場合の注意 

  (1) 表面標題中「離職」の文字を抹消すること。 

  (2) ①欄には、外国人の氏名を、姓、名、ミドルネームの順にローマ字で記載し、フリガナをカタカナ

で記載すること(ミドルネームがない場合は姓名のみ記載)。 

  (3) ②～④、⑥欄には、該当事項を記載すること。なお、②欄には、①の者が特定技能の在留資格をもっ

て在留する者である場合には、法務大臣が①の者について指定する特定産業分野を、①の者が特定活動

の在留資格をもって在留する者である場合には、法務大臣が①の者について特に指定する活動を、該当

事項に加えて括弧書で記載すること(「特定技能(介護)」、「特定活動(ワーキングホリデー)」等)。 

  (4) ⑤欄には、①の者の性別について、該当するものの番号を○で囲むこと。 

  (5) ⑦欄には、①の者が資格外活動の許可(出入国管理及び難民認定法第19条第2項の許可)を受けるべき

者(「留学」の在留資格の者等)である場合に、当該許可の有無について、該当するものの番号を○で囲

むこと。 

  (6) ⑧欄には、①の者が在留カードを所持する者である場合に、①の者の在留カードの番号(※)を記載

すること(令和2年3月1日以降に新たに雇い入れた場合に記載)。 

   ※在留カードの右上に記載されている英字2桁＋数字8桁＋英字2桁。 

  (7) 表面中部に雇入れ年月日を記載すること。 

 2 離職に係る外国人雇用状況届出書として使用する場合の注意 

  (1) 表面標題中「雇入れ」の文字を抹消すること。 

  (2) ①～⑥、⑧欄について、1と同様とすること(⑧欄については、令和2年3月1日以降に離職した場合に

記載)。 

  (3) ⑦欄は記載不要であること。 

  (4) 表面中部に離職年月日を記載すること。 

 3 雇入れ及び離職の双方に係る外国人雇用状況届出書として使用する場合の注意 

  (1) ①～⑧欄について、1と同様とすること(⑧欄については、令和2年3月1日以降に新たに雇い入れた場

合又は令和2年3月1日以降に離職した場合に記載)。 

  (2) 表面中部に雇入れ年月日及び離職年月日を記載すること。 

  (3) その他1及び2に従うこと。 

 4 同一の者について、複数回にわたり雇入れ又は離職が生じた場合は、表面中部にそれぞれの雇入れ年月

日又は離職年月日を記載すること。 

 5 この様式は、届出の対象となる外国人1人につき1枚を使用すること。 

 6 表面の記載に当たっては、在留カードを所持する者については①～⑧欄は在留カードにより確認し、記

載することとし、在留カードを所持しない者については①～⑥欄は旅券又は在留資格証明書、⑦欄は旅券、

在留資格証明書、資格外活動許可書又は就労資格証明書により確認し、記載すること。また、特定技能の

在留資格をもって在留する者については法務大臣が指定する特定産業分野を、特定活動の在留資格をもっ

て在留する者については法務大臣が特に指定する活動を、指定書により確認し、記載すること。 

 7 事業所の名称、所在地、電話番号等欄には、雇入れ又は離職に係る事業所の名称、所在地、電話番号、

雇用保険適用事業所番号並びに事業主が法人の場合は、法人の名称及びその主たる事務所の所在地、電話

番号を記載すること。また、①の者が派遣労働者又は請負労働者として主として他の事業所で就労する場

合は□にチェックすること。 

 8 氏名欄には、事業主の氏名(法人にあっては代表者の氏名)を記載すること。 

 9 雇入れに係る届出にあっては、雇い入れた日の翌月の末日までに、離職に係る届出にあっては、離職し

た日の翌月の末日までに届け出ること。なお、届出の対象となる外国人が雇用保険の被保険者である場合

の届出期限と異なるので注意すること。 

 10 本届出は電子申請による手続も可能であること。 

様
式
第
４
号
（
第
１
４
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第4号(第14条関係)(表面) 

(日本産業規格B列8) 

第    号  

 

立 入 検 査 証 明 書 

  

写

真 

     官 職 

 

     氏 名 

 

     生年月日 

厚生労働大臣 印   

 

年  月  日交付  

 

様
式
第
４
号
（
裏
面
）

様式第4号(裏面) 

 

 この証明書を所持する者は、労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職

業生活の充実等に関する法律第34条第1項の規定により、事業主の事業所に立ち入り、業

務の状況又は帳簿書類その他の物件を検査することができる。 
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（
様
式
第
５
号
）
（
第
１
面
）

 

（
様
式
第
５
号
）
（
第
２
面
）

 

（
様
式
第
５
号
）
（
第
３
面
）

(様式第5号)(第3面) 

雇用促進計画―2(求人申込み見込み) 

番号 事業所の名称 
雇 用 保 険

適用事業所番号 

期間中の労働者の

求人数見込み 

うち雇用保険一般

被保険者の求人数

見込み 

募集・採用時期 職種・労働条件 

公共職業安

定所への求

人提出希望 

担当者名 電話番号 

1             有 ・ 無     

2             有 ・ 無     

3             有 ・ 無     

4             有 ・ 無     

5             有 ・ 無     

6             有 ・ 無     

7             有 ・ 無     

8             有 ・ 無     

9             有 ・ 無     

10             有 ・ 無     

 

 (注意) 

 労働者の求人数見込みは、「雇用促進計画―1」の⑩欄に対応させて記載してください。単一の事業所において、募集・採用時期、職種・労働条件等が異なる求人を

提出する見込みがある場合は、欄を分けて記載してください。 
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